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本書のタイトルページには次のような識別情報があります。

• バージョン番号 － ソフトウェアのバージョンを示します

• マニュアルのリリース日 － 文書が更新されるたびに変更されます

• ソフトウェアのリリース日 － このバージョンのソフトウェアのリリース日付を示します

文書の 近の更新情報や、ご使用の版が 新であるかを確認される場合は、次の URL をご覧く

ださい。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ ( 英語 )

また、該当製品のサポートサービスにご加入いただくと、更新版や新規文書をご利用いただけま
す。詳細は、当社の営業担当にお問い合わせください。

サポートしているプラットフォーム、インストールの前提条件、ソフトウェア構成等についての
新の情報は、『Service Desk 5.1 リリースノート』を参照してください。
  9
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技術サポート
次の HP OpenView サポート Web ページにアクセスしてください。

http://www.hp.com/managementsoftware/support

ここでは、お問い合わせ先の案内のほか、HP OpenView として提供する製品、サービス、技術

サポートについて、詳しく紹介しています。

軽微な問題点については、「HP ソフトウェアサポート オンライン」の「セルフソルブ技術情報

検索」を参照されるだけで解決できるでしょう。業務管理にあたって必要となる情報も迅速に入
手できます。具体的には次のようなサービスを提供しています。

• 各種資料の検索

• エンハンスメント要求

• ソフトウェアパッチの入手

• サポートケース登録 / トラッキング

• 技術サポート契約の取り扱い

• お問い合わせ先の案内

• 提供しているサービスに関する情報

• 掲示板サービス ( 同じソフトウェアを利用している顧客に公開 )
• ソフトウェア講習に関する案内と参加申し込み

一部の例外を除き、上記のサービスを受けるためには、HP Passport ユーザーとしてログインす

る必要があります。また、多くの場合、技術サポート契約も必要です。

アクセスレベルについては次のページを参照してください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level

次のページで HP Passport ID の登録ができます。

http://www.managementsoftware.hp.com/passport-registration.html
  11
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対象読者

このガイドは次の方々を対象にしています。

• HP OpenView Service Desk 5.1 のコンポーネントのインストールと保守、およびサポートす

るデータベースのインストールと構成を行うシステム管理者

• HP OpenView Service Desk 5.1 のコンポーネントをインストールするユーザー
14



必要な知識と権限

データベース、サーバー、およびネットワークに精通しており、HP OpenView Service Desk 
5.1 コンポーネントをインストールするオペレーティングシステムについて十分に理解している

必要があります。IT サービス管理を理解している必要はありません。HP OpenView Service 
Desk 5.1 をインストールするコンピュータとネットワークのリソースにアクセスでき、使用許

可を有している必要があります。
  15



このガイドの構成

説明している項目とその参照先を次の表に示します。

表 1

トピック 参照先

HP OpenView Service Desk 5.1 のアーキテ

クチャ概要

19 ページの第 1 章 「HP OpenView Service 
Desk 5.1 コンポーネントの概要」

オペレーティングシステム、ハードウェア、
ソフトウェア、およびデータベースサーバー
の要件

第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 の
インストールの準備」

HP OpenView Service Desk 管理サーバーを

インストールするための前提条件

79 ページの「インストールの前提条件」

HP OpenView Service Desk 5.1 のインス

トール計画

第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 の
インストールの準備」

HP OpenView Installer の理解 46 ページの「HP OpenView Installer」

HP OpenView Service Desk 管理サーバーの

インストール

69 ページの第 3 章 「Service Desk 管理サー

バーのインストール」

HP OpenView Installer を使って Service 
Desk クライアントをインストールする方法

Java Web Start を使って Service Desk クラ

イアントをインストールする方法

Web Console を使って Service Desk コン

ソールにアクセスする方法

105 ページの第 4 章 「Service Desk クライ

アントのインストール」

Service Pages のインストール 121 ページの第 5 章 「Service Pages のイン

ストール」

Service Desk Reporting の概要

Service Desk Reporting のインストール

131 ページの第 6 章 「Service Desk 
Reporting」

メトリックアダプタのインストール 137 ページの第 7 章 「メトリックアダプタの

インストールと設定」
16



Service Desk エージェントのインストール 第 8 章 「Service Desk エージェントのイン

ストール」

Service Desk Object Loader のインストール 第 9 章 「Service Desk Object Loader のイン

ストール」

HP OpenView Service Desk 5.1 のライセン

ス情報

175 ページの「HP OpenView Service Desk 
5.1 のライセンス」

添付ファイル用に HP OpenView Service 
Desk 5.1 を設定する方法

180 ページの「添付ファイル用の Service 
Desk の設定」

HP OpenView Service Desk 5.1 のアンイン

ストール

第 11 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 
のアンインストール」

HP OpenView Service Desk 5.1 における 
Java 環境の 適化

付録 A 「Java 環境の 適化」

HP OpenView Service Desk 5.1 のインス

トールに関するトラブルシューティング

付録 B 「インストールのトラブルシューティ

ング」

データベースのサイズ調整 付録 C 「データベースのサイジング」

表 1  ( 続き )

トピック 参照先
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このガイドで使っている基本用語

UNIX ベースプラットフォーム : HP-UX と Sun Solaris プラットフォームの両方を指します。

GUI クライアント : インストール DVD を使って実行されるクライアントインストール、または

ネットワークドライブから実行されるクライアントインストールです。

HP OpenView Service Desk 5.1 と Service Desk 5.1 は同じものを指します。
18



1 HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネ
ントの概要
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HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントの概要

概要
概要

ここでは HP OpenView Service Desk 5.1 のアーキテクチャについて概略を説明します。
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HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントの概要

アーキテクチャ
アーキテクチャ

展開された HP OpenView Service Desk 5.1 の実装は、通常、表 1-1 に示すコンポーネントで構

成されます。アーキテクチャを図 1-1 「HP OpenView Service Desk 5.1 のアーキテクチャ」に

図示します。

表 1-1 Service Desk 5.1 のコンポーネント

コンポーネント 説明

データベースサーバー データベースサーバー ( データベース管理ソフトウェアと 
Service Desk のデータベースインスタンス ) がインストールさ

れているコンピュータです。Service Desk のデータベースに

は、Service Desk 5.1 で管理されるオブジェクトのデータ属性

が格納されます。

Service Desk 管理サーバー Service Desk 管理サーバーのコンポーネントがインストールさ

れているコンピュータです。

Service Desk クライアント GUI クライアントのフル機能がインストールされているコン

ピュータです。

Web Console Web ベースのアプリケーションであり、Web GUI を使って、

Service Desk アプリケーションにアクセスすることができま

す。Service Desk クライアントのほとんどの機能を備えていま

す。

Java Web Start Web ブラウザから Service Desk クライアントのフル機能をイ

ンストール可能にする技術です。この方法でクライアントをイ
ンストールするには、お使いのコンピュータに Java Web Start 
技術が必要です。アプリケーションがない場合は、初回インス
トール時に Java Web Start がお使いのコンピュータにダウン

ロードされてキャッシュに入ります。 

この技術によって、常に Service Desk 5.1 の 新バージョンが

提供されます。

アプリケーションは、デスクトップのアイコンをクリックする
か、ブラウザでリンクをクリックすることによって、起動する
ことができます。
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HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントの概要

アーキテクチャ
Service Pages Web ベースのアプリケーションであり、Service Desk 環境への

簡易インタフェースを提供します。Service Pages を使えば、一

部のオブジェクトタイプとビューにアクセスできるほか、ユー
ザーはサービスコールを記録すること、およびコールのステー
タスを表示させることができます。

Service Desk エージェント Service Desk 管理サーバーから受け取ったコマンドを実行する

コンポーネントです。エージェントは、ITP プロトコルを使っ

て Service Desk 管理サーバーと通信します。

Service Desk Object 
Loader

コマンド行のツールであり、Service Desk 5.1 で任意のタイプ

のオブジェクトを 1 つ作成することができます。たとえば、

Object Loader を使えば、事象、構成アイテム、またはサービ

スコールを Service Desk 5.1 環境に挿入することができます。

Service Pages ( 顧客用 ) Web ベースのアプリケーションであり、Service Desk 環境への

簡易インタフェースを提供します。Service Pages を使えば、一

部のオブジェクトタイプとビューにアクセスできるほか、顧客
はサービスコールを記録すること、およびコールのステータス
を表示させることができます。

サービスレベル管理 (SLM) 
の報告機能

サービスレベル管理プロセスに組織が適用できる一群の機能。
このプロセスを使って顧客へのサービスが合意されているレベ
ルになっているかどうかを評価することができます。評価は、
HP OpenView サービス監視アプリケーションが収集したメト

リックデータ値に基づいて行われます。

Service Desk Reporting
(Help Desk、
Change Management)

これらのモジュールを使うと、事象レポートなどのヘルプデス
クトピックに関するレポート ( 事象の平均継続時間など ) や変

更管理トピック ( 期限までにクローズされた変更など ) に関す

るレポートを作成することができます。

表 1-1 Service Desk 5.1 のコンポーネント ( 続き )

コンポーネント 説明
第 1 章22



HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントの概要

アーキテクチャ
メトリックアダプタ Service Desk の Service Level Management コンポーネント

は、サポートしている監視アプリケーションからメトリック
データ値を収集するプロセスを管理するアダプタです。アダプ
タは、監視ソフトウェアと同じサーバーにインストールされま
す。たとえば HP OpenView Internet Services (OVIS) アダプタ

を使う場合、HP OpenView Internet Services のある同じサー

バーにインストールします。

表 1-1 Service Desk 5.1 のコンポーネント ( 続き )

コンポーネント 説明
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HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントの概要

HP OpenView Service Desk 5.1 の概要図
HP OpenView Service Desk 5.1 の概要図

図 1-1 は、HP OpenView Service Desk 5.1 の概要を図で示したものです。

図 1-1 HP OpenView Service Desk 5.1 のアーキテクチャ
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2 HP OpenView Service Desk 5.1 のインス
トールの準備
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

概要
概要

ここでは、HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールに関する計画、構成、およびリソー

スについて説明します。

この章には次の情報があります。

• インフラストラクチャの要件

• インストールの計画

• オペレーティングシステムとデータベースサーバーシステムを含むサポート対象のソフト

ウェア

• サポート対象のハードウェア

• インストール DVD

• HP OpenView Installer

Service Desk 5.1 のコンポーネントをインストールするためのインストーラです。表示され

る画面の順序とその内容は、どのオペレーティングシステムでも、インストールされる各コ
ンポーネントでほぼ同じです。

• 推奨するインストール順序

• 必要な他社製ソフトウェア

注記 HP OpenView Installer を使わない Service Desk コンポーネントには次のものが

あります。

• Java Web Start クライアントのインストールには、HP OpenView Installer 
を使いません。

115 ページの「Java Web Start による GUI クライアントのインストール」を

参照してください。

• Web Console のアクセスは、Web ブラウザに URL を入力して行います。

113 ページの「OpenView Web Console によるクライアントへのアクセス」

を参照してください。
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

概要
Service Desk 管理サーバーのインストール時には、他の Service Desk コンポー

ネントにはない画面がいくつか表示されます。表示される画面は、インストール
時に選択したオプションによって異なります。

69 ページの「Service Desk 管理サーバーのインストール」を参照してください。
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

インストールの準備
インストールの準備

 Service Desk のインストールは、実装コンサルタントの助言をもとに計画立案し、懸案事項を

すべて解決してから、インストール手順を開始するようにしてください。

この項はインストールの計画に役立ちます。

インフラストラクチャの懸案事項

適なパフォーマンスを得るために必要なクライアントとサーバーのインストール数を見積りま
す。クライアントの接続以外に、添付ファイルを含む電子メールを処理するための、特定のサー
バーも必要になります (28 ページの「Service Desk 管理サーバーと電子メール受け入れ機能」を

参照 )。

スケーリングと Service Desk 管理サーバー

管理サーバーは、台数を決めるだけでなく、ネットワークトラフィックを 適化するようなネッ
トワーク上の配置も考える必要があります。接続についての詳細は、『HP OpenView Service 
Desk 管理者ガイド』を参照してください。

データベースのサイジング

201 ページの付録 C 「データベースのサイジング」を参照してください。

Service Desk 管理サーバーとクライアントの比率

管理サーバーの台数と配置の他に、クライアントの重み付けも考慮する必要があります。クライ
アントの重み付けは、ネットワーク上のサーバーの位置と、サーバーが他のタスクで使用されて
いるかどうかで左右されます。クライアントの重み付けは設定エディタで決めることができま
す。詳細は、『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を参照してください。

Service Desk 管理サーバーと電子メール受け入れ機能

HP OpenView Service Desk 5.1 は、サービスコール処理とレポート送信のために、電子メール

メッセージの送受信ができます。電子メールメッセージングを設定する場合には、電子メール受
け入れサーバーとして使う Service Desk 管理サーバーを決定します。これは、専用サーバーで

も、ネットワーク内にあるサーバーでもかまいません。ただし、選定にあたってはポート番号と
ファイヤウォールのことを考慮する必要があります。電子メール受け入れサーバーの設定につい
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

インストールの準備
ては、『HP OpenView Service Desk Data Exchange Administrator's Guide』を参照してくださ

い。電子メールの設定は、『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を参照してください。電

子メールの添付ファイルが扱えるように Service Desk 5.1 を設定するには、173 ページの第 10 
章 「インストール後のタスク」を参照してください。

ユーザーとアクセス権

表 2-1 に、GUI クライアントのインストールや、Service Pages を使った GUI Console の起動に

必要なパーミッションを示します。

GUI クライアントのインストールは、インストール DVD またはネットワークからインストール

する方法の他に、Java Web Start を使って Web ブラウザからクライアントをインストールする

方法もあります。また、Service Pages を使って、クライアント機能が制限された GUI コンソー

ルにアクセスすることもできます。詳細は、第 4 章 「Service Desk クライアントのインストー

ル」と第 5 章 「Service Pages のインストール」を参照してください。

ユーザーは、ファイル、ディレクトリ、およびワークロード関連の Service Desk オブジェクト

にアクセスする必要もあります。『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』には、アカウント

の管理に関する情報と、ユーザーアカウント、認証、役割の設定方法の説明があります。

Service Desk 管理サーバーとデータ統合

HP OpenView Service Desk 5.1 には汎用データ交換インタフェースがあり、他社製アプリケー

ションとのオープンな統合を容易に実現することができます。データ交換については、『HP 
OpenView Service Desk Data Exchange Administrator’s Guide』と『HP OpenView Service 
Desk Operations Integration Administrator’s Guide』を参照してください。

表 2-1 Service Desk 5.1 のインストールや使用に必要なパーミッション

必須パーミッション

インストール 使用

GUI クライアント 管理者 ユーザー

Service Pages 管理者 ユーザー

Java Web Start ユーザー ユーザー
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

システムの仕様と要件
システムの仕様と要件

重要 サポートしているオペレーティングシステムの 新情報は、次のサイトにある 
Service Desk 5.1 でサポートしているプラットフォームのリストを参照してくだ

さい。

http://openview.hp.com/ecare/getsupportdoc?docid=OV-EN018535

インストール手順を実行する前に、 新のサービスパック (Windows オペレー

ティングシステム ) またはパッチ (UNIX ベースのオペレーティングシステム ) を
オペレーティングシステムにインストールしてください。

サポートしているオペレーティングシステム

HP OpenView Service Desk 5.1 の各コンポーネントをサポートしているオペレーティングシス

テムを次に示します。

表 2-2 Service Desk 管理サーバー

Windows 2000 ( サーバーバージョンのみ、SP4 以上 )

Windows 2003 

HP-UX PA 11.11

HP-UX 11.23 (PA-RISC と Itanium)

 Sun Solaris 9 と 10 (Sparc) 

表 2-3 Service Desk 5.1 GUI クライアント

Windows XP Professional

Windows 2000 (SP4 以降 )

Windows 2003 
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HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

システムの仕様と要件
HP-UX PA 11.11

HP-UX 11.23 (PA-RISC と Itanium)

 Sun Solaris 9 と 10 (Sparc) 

表 2-4 Service Desk エージェント と Service Desk Object Loader

Windows XP Professional

Windows 2000 (SP4 以降 )

Windows 2003 

HP-UX PA 11.11

HP-UX 11.23 (PA-RISC と Itanium)

 Sun Solaris 9 と 10 (Sparc) 

表 2-5 Service Desk メトリックアダプタ

Windows XP Professional

Windows 2000 (SP4 以降 )

Windows 2003 

HP-UX 11.11

HP-UX 11.23 (PA-RISC と Itanium)

Sun Solaris 9 と 10 (Sparc) 

表 2-3 Service Desk 5.1 GUI クライアント ( 続き )
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システムの仕様と要件
Web ブラウザのサポート状況

注記 次の作業には Web ブラウザを使います。

• Java Web Start を使用した GUI クライアントのインストール

• Web Console (Web UI) を使用した OV コンソールアクセス

• Service Pages を使用した OV コンソールアクセス 

後述するブラウザはすべて次の Web 標準をサポートしているはずです。

• XHTML 1.0 (HTML 4.01)

• CSS 1/CSS 2

• I-Frame

• JavaScript 1.5 (ECMAScript 1.5)

• DOM1/DOM2

Java Web Start Client 

42 ページの「Java Web Start」も参照してください。

表 2-6 Java Web Start Client をサポートしているブラウザ

ブラウザ プラットフォーム

Java Web Start を使ってクライアントをブラウザ (GUI クライアントを

インストールできるプラットフォームで動作しているブラウザ ) にイン

ストールできます。 GUI クライアントをサポートしているオペレーティ

ングシステムについての詳細は、表 2-3 を参照してください。
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Web Console (Web UI) と Service Pages

ハードウェア要件

Service Desk 5.1 コンポーネント用の 小限のハードウェア仕様を以下に示します。

重要 実際のハードウェア要件は使用パターンによって異なります。

Service Desk GUI クライアント

次のことに注意してください。

表 2-7 Web Console と Service Pages をサポートしているブラウザ

ブラウザ プラットフォーム

Mozilla、バージョン 1.4 ～ 
1.7.12

Web Console と Service Pages は、ここ

にリストしてあるどのブラウザでも使用
できます。ただし、そのブラウザは、 Web 
Console または Service Pages の使用を計

画しているオペレーティングシステムか
らサポートされている必要があります。

Firefox、バージョン 1.0 ～ 
1.5

Internet Explorer、バー

ジョン 5.0 ～ 7.0 ベータ版

Opera、バージョン 8.5

Safari、バージョン 1.1

Camino、バージョン 1.0

表 2-8 Windows オペレーティングシステム

プロセッサ Intel Pentium、2.0 GHz 以上

内部メモリー 512 MB RAM

ディスクスペース 2 GB

ディスプレイ 解像度 800 × 600、256 色 （解像度 1024 
× 768、high color 以上）

ネットワーク接続 TCP/IP、100 MB/s 以上を推奨
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• Service Desk 管理サーバーをインストールすると、サーバーをインストールしたマシン上

に、Service Desk クライアントもインストールされます。

• Java Web Start を使ってクライアントをインストールするためのハードウェア要件について

は、42 ページの「他社製ソフトウェア」を参照してください。
第 2 章34



HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

システムの仕様と要件
Service Desk 管理サーバー

表 2-9 Windows Advanced Server の場合

プロセッサ Intel Xeon、2.8 GHz 以上

内部メモリー 2 GB RAM

ディスクスペース 2 GB

ネットワーク接続 TCP/IP、100 MB/s 以上を推奨

表 2-10 HP-UX の場合

プロセッサ HP PA-RISC 900 MHz

または

HP Itanium 2   1.6 GHz

内部メモリー 2 GB RAM

フォルダー単位のディスク
スペース

• /opt: 2 GB ( 実行時に必要 )

• /var:  1 GB ( 実行時に必要 )

• /tmp: 1 GB ( インストール時にのみ

必要 )

• /var/tmp: 1 GB ( インストール時にの

み必要 )

ネットワーク接続 TCP/IP、100 MB/s 以上を推奨

表 2-11 Sun Solaris (Sparc) の場合

プロセッサ Sparc IIi 650 MHz

内部メモリー 2 GB RAM
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データベースサーバー

重要 実際のデータベース要件は使用パターンによって異なります。201 ページの付録 
C 「データベースのサイジング」を参照してください。

• ネットワーク接続： TCP/IP、1 GB/s

• 2 × CPU Xeon 2.8 GHz ( または HP-UX 用デュアル CPU)

• 2 GB メモリー

• テーブルスペース用に約 1000 MB の使用可能ディスクスペース

Service Desk Object Loader

• ディスクスペース： 2 GB

• ネットワーク接続： 56 KB/s

Service Desk 5.1 エージェント

• ディスクスペース： 2 GB 

• ネットワーク接続： 56 KB/s

メトリックアダプタ

Service Desk 管理サーバーで動作する Service Desk メトリックアダプタに対するハードウェア

の制限は、Service Desk 管理サーバーに対する制限でもあります。OV Internet Services 
(OVIS)、OV Performance Manager (OVPM)、OV Service Navigator (OVSN) のアダプタ、お

フォルダー単位のディスク
スペース

• /opt: 2 GB ( 実行時に必要 )

• /var: 1 GB ( 実行時に必要 )

• /tmp: 1 GB ( インストール時に

のみ必要 )

• /var/tmp: 1 GB ( インストール時に

のみ必要 )

ネットワーク接続 TCP/IP、100 MB/s 以上を推奨

表 2-11 Sun Solaris (Sparc) の場合 ( 続き )
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よびカスタムアダプタ作成用の Open アダプタは、どのシステムにもインストールできます。た

とえば、Service Level Management Server (SLM サーバー ) を含む、Service Desk 管理サー

バーがインストールされているシステムにも、または監視アプリケーションにもインストールす
ることができます。

注記 表 2-12 に示す各アダプタは、同じマシンに他のメトリックアダプタか SLM サー

バーがインストールされている場合には、必要なディスクスペースは、1 MB の
みです。

 

Service Desk Report Pack

Service Desk Reporting には、Helpdesk Manager、Change Manager、Service Level 
Manager などのレポーティングツールが含まれます。

OVPI サーバー : OVPI を実行するサーバーに対するハードウェアとオペレーティングシステム

の要件は、『HP OpenView Performance Insight インストールガイド』を参照してください。こ

の製品の 新バージョンのリリースノートも参照してください。

注記 Service Desk Reporting で現在サポートされているデータベースサーバーのソフ

トウェアは、Oracle 9.2.0.5 です。 新情報は、OVPI のリリースノートを参照し

てください。

表 2-12 メトリックアダプタ － ディスクスペース要件

アダプタ ディスクスペース

OVIS MA ユーザーディレクトリ : 86 MB
データディレクトリ : 100 MB

OVPM MA ユーザーディレクトリ : 86 MB
データディレクトリ : 100 MB

OVSN MA ユーザーディレクトリ : 86 MB
データディレクトリ : 100 MB

Open MA ユーザーディレクトリ : 111 MB
データディレクトリ : 100 MB
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サポートしているデータベースサーバーのソフトウェア

Service Desk 5.1 は、以下のデータベースをサポートしています。

• Oracle 9i、リリース 2 以降のサブリリース

• Oracle 10g、リリース 1 以降のサブリリース

• Microsoft SQL Server 2000、Service Pack 3a 以降の Service Pack

Service Desk Reporting をサポートしているのは、Oracle 9i リリース 2 のみです。 新情報に

ついては、HP OpenView Performance Insight 製品のリリースノートを参照してください。

Oracle データベースの設定

システムに Oracle データベースサーバーをインストールする方法については、Oracle のマニュ

アルを参照してください。キャラクタセットは Unicode AL32UTF8 に設定してください。付録 
C 「データベースのサイジング」も参照してください。

新のパッチをインストールしていることを確認するには、下記 Oracle 関連のサイトなどをご

覧ください。

http://support.oracle.co.uk/metalink/plsql/ml2_gui.startup

( このサイトにアクセスするには、登録とサポート契約が必要です )

表 2-13 に推奨する 小限の要件を示します。

表 2-13 Oracle データベースに対する最小限の要件

要件 設定

db_block_size 16 KB

shared_pool_size 内部メモリーの 25% で、 低限 
500 MB

db_file_multiblock_read_count 16

プロセス 150

dml_locks 200

log_buffer 32768

db_cache_size 約 40 MB
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テーブルスペースとユーザー設定

Service Desk 管理サーバーのインストール手順では、新しいデータベースユーザーアカウント

を作成するのか、既存のユーザーアカウントを使うのかが尋ねられます。既存のアカウントを使
う場合は、次のガイドラインを適用します。

• テーブルスペースに使用可能なスペースが少なくとも 500 MB あることを確認します。

大規模な組織では、少なくとも 1 GB が推奨されます。

• データベースユーザーを 1 人作成します。

• 作成したユーザーに次の特権を与えます。

CREATE PROCEDURE

CREATE SESSION

CREATE TABLE

CREATE TRIGGER

CREATE VIEW

• データベースに十分な内部メモリーを割り当てます。少なくとも使用可能な内部メモリーの

25% を割り当てます。パフォーマンスは内部メモリーが多いほど向上します。

• デフォルトでは、データベースの拡張は比較的小規模です。少しずつ何回も拡張するのは、

データベースの動作に不利に働きます。したがって、Service Desk 管理サーバーのインス

トール時には、初期のテーブルスペースのサイズは、少なくとも 10% は拡張してください。

Microsoft SQL Server 2000 のデータベース設定

Microsoft SQL Server をインストールする場合は、Microsoft SQL Server のマニュアルを参照

してください。

下位互換性 9.2.0.0.0

表 2-13 Oracle データベースに対する最小限の要件 ( 続き )

要件 設定
第 2 章 39



HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

システムの仕様と要件
注記 Microsoft SQL Server が、非 Windows 系のユーザー名とパスワードを受け付け

るように設定してください。それには、[SQL Server のプロパティ ( 設定 )] ウィ

ンドウを表示し、[ セキュリティ ] タブの [ 認証 ] の [SQL Server 認証と 
Windows 認証 ] チェックボックスをクリックしてオンにします。

図 2-1 Microsoft SQL Server の認証設定

Service Desk 管理サーバーのインストール手順では、Microsoft SQL Server のインストールに

続いて、データベースの構成を行います。新しいデータベースユーザーのアカウントを作成する
のか、既存のユーザーアカウントを使うのかが尋ねられます。

次のことに注意してください。

• インストーラを使ってデータベースを作成すると、Microsoft SQL Server には可変長 
(nvarchar) データ型が設定され、非西欧文字セットがサポートされるようになります。
第 2 章40



HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

システムの仕様と要件
• SQL Server のデータベースを手作業で作成する場合には、SQL Server をロードするファイ

ルシステムの容量として、少なくとも 500 MB の空きスペースが必要です。

SQL Server Engine でユーロ (　) をサポートするには、以下のコードページのいずれかを選択

してください。

1252/iso (デフォルト )、cp1250、cp1251、cp1253、cp1254、cp1255、cp1256、 

cp1257 

注記 Microsoft SQL Server のすべてのバージョンで、ユーロ記号を含む並べ替え順序

が定義されているわけではありません。詳細については、Microsoft SQL Server 
のマニュアルを参照してください。

その他の仕様

ドメインネームシステム環境 (管理サーバー )

Service Desk 管理サーバーをインストールするシステムは、Domain Name System (DNS) 環境

内にある必要があります。

ターミナルサーバーまたはリモートデスクトップの接続

Windows オペレーティングシステムでは、インストールをターミナルサーバーセッションで

行ったり、またはリモートデスクトップ接続から行う場合に、ネットワークドライブや 
CD-ROM などの取り外し可能なメディアからソフトウェアをインストールすることはできませ

ん。Windows ターミナルサービスを使ってコンポーネントをインストールするには、ネット

ワークドライブとして割り当てられたドライブからインストールするのではなくて、ローカル
ハードディスクドライブにインストールソフトウェアをコピーします。

Windows ターミナルサービスの Service Desk 5.1 クライアント

Service Desk クライアントは、Windows ターミナルサービスでの使用がサポートされています。

サイズ変更については、次のサイトにある Microsoft 発行のホワイトペーパーを参照してくださ

い。

http://www.microsoft.com/windows2000/techinfo
/administration/terminal/tscaling.asp

 € 
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NIS 制御環境内の UNIX ベースオペレーティングシステム

NIS 制御環境下の UNIX システムでは、Service Desk 管理サーバーのインストール時にインス

トールされる OvApacheA パッケージには、ユーザー ovwebusr とグループ ovwebgrpは作成さ

れません。この問題を解決するには、OvApacheA 製品のインストール後で、なおかつ 
OvApacheA Web サーバーサービスを起動する前に、ユーザー ovwebusr とグループ ovwebgrp 
を、ネットワーク情報サービス (NIS) サーバーに手動で作成します。

その手順は次のとおりです。

1. グループを追加します。

groupadd ovwebgrp

2. ovwebusr を追加します。

useradd -G ovwebgrp ovwebusr

3. Apache プロセスを再起動します。

ovc -start ovapacheA

他社製ソフトウェア

Service Desk 5.1 では、以下の他社製ソフトウェアを使うことができます。

Java Web Start

この方法では、Web ブラウザを使ってフル機能の GUI クライアントをインストールできます。

Java Web Start は 初にクライアントマシンにインストールする必要があります。

次のことに注意してください。

• Java Web Start は、Java ランタイム環境 (JRE) バージョン 1.4.2 以上に含まれています。

JRE はホストマシンにインストールしてある必要があります。JRE バージョン 1.4.2_08 は、

HP OpenView Service Desk 管理サーバーのインストール (Default、Typical) でインストー

ルされます。互換性の問題があるため、JRE バージョン 1.5 はインストールしないでくださ

い。 

• Java Web Start のインストールについては、115 ページの「Java Web Start による GUI ク
ライアントのインストール」 を参照してください。
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重要 Service Desk 5.1 で Java Web Start クライアントを使って、管理者の特権が

必要なアクションを実行する場合には、Service Desk 管理サーバーのホスト

コンピュータ上の HP OpenView コンソールを使って行う必要があります。

Adobe Acrobat Reader

Service Desk 5.1 のマニュアルを表示するにはこのリーダーが必要です。Adobe Acrobat Reader 
のダウンロードについては、次のサイトをご覧ください。

http://www.adobe.com

Windows スクリプト

Windows オペレーティングシステムでは、インストールプロセス用に Windows Script バージョ

ン 5.6 以上が必要です。 使用しているバージョンを調べるには、コマンド行で次のように入力し

ます。

cscript

システムに Windows Script がインストールされている場合は、使用方法とオプションが表示さ

れます。この情報は、次の行から始まります。

Microsoft (R) Windows Script Host Version 5.6 

Windows Script 5.6 をダウンロードするには、次のサイトにアクセスします。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang
=en&FamilyID=c717d943-7e4b-4622-86eb-95a22b832caa
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インストール用ファイル

実行可能ファイルは、インストールメディアのルートディレクトリにあります。ファイル名の形
式は次のとおりです。

<AppName>_<revision>_setup.bin (UNIX ベースオペレーティングシステム )

または

<AppName>_<revision>_setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、<AppName> は実行可能ファイル ( クライアント、サーバー、エージェントなど ) で、

revision は 5.00.722 などのビルド識別子です。したがって、Windows オペレーティングシス

テムのクライアントインストールファイルは、client_5.00.720_setup.exe と表されます。

実行可能ファイルのインストーラはすべて、packages ディレクトリにあります。 

Windows でのインストール

コンポーネントのインストールプロセスを起動するには、当該実行ファイルを探してそれをク
リックします。例：client_5.00.722_setup.exe

HP-UX または Sun Solaris でのインストール

コンポーネントのインストールプロセスを起動するには、インストールファイルのディレクトリ
まで移動し、コマンド行でそのファイル名を入力します。例：server_5.00.722_setup.bin

実行可能ファイルのインストール － すべてのプラットフォーム

表 2-14 に、インストール用の実行可能ファイルの名前を示します。

表 2-14 Service Desk Installer のディレクトリ

ディレクトリ HP OpenView コンポーネント 

adapters Service Level Management Reporting および Service 
Desk Reporting 用の HP OpenView メトリックアダプ

タ

agent HP OpenView Service Desk エージェント

client HP OpenView Service Desk クライアント 

loadobject HP OpenView Service Object Loader
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注記 packages ディレクトリとルートディレクトリとの相対位置を変更すると、

Service Desk はインストーラを検出できなくなります。この場合、

HP OpenView Installer は、インストーラパッケージの位置の入力を求めるダイ

アログボックスを表示します。

integrations HP OpenView Integration ソフトウェア

各統合コンポーネントには、独自のインストーラがあ
ります。それらは次のとおりです。

• OVOW Integration

• OVOU Integration

• NNM Integration

server HP OpenView Service Desk 管理サーバー

servicepages HP OpenView Service Desk Service Pages

reporting HP OpenView Service Desk Reporting

表 2-14 Service Desk Installer のディレクトリ ( 続き )

ディレクトリ HP OpenView コンポーネント 
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HP OpenView Installer
HP OpenView Installer 
HP OpenView Installer パッケージを使って、HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネント

をインストールします。インストール手順はプラットフォームには依存しません。どのコンポー
ネントをインストールする場合でも、画面が表示される順序と各画面の内容はほとんど同じで
す。この項ではこのような共通の機能について説明します。コンポーネントに固有な機能につい
ては、関連する章を参照してください。

インストールウィザード

HP OpenView Installer では、Service Desk 5.1 コンポーネントをインストールするためにウィ

ザードを使います。インストール中は、キーボードからの情報入力、ドロップダウンリストから
の項目選択、またはラジオボタンまたはチェックボックスのクリックがウィザードから指示され
ます。インストールプロセスで次の画面を表示するには、[Next] ボタンをクリックします。 前の

画面を表示するには、[Previous] ボタンを 1 回または複数回クリックします。前のウィンドウで

入力した詳細が変更不可の場合、[Previous] ボタンは淡色表示になります。インストールを中止

するには [Cancel] ボタンをクリックします。

インストール前の手順

重要 以下の事項は、すべての Service Desk 5.1 コンポーネントのインストール手順に

適用されます。

Service Desk 5.1 コンポーネントのインストール手順を始める前に、システム上の Service Desk 
プロセスをすべて停止させる必要があります。サポートしているオペレーティングシステムの関
連コマンドを以下に示します。

Windows オペレーティングシステムの場合

<InstallDir>¥bin¥ovc -kill

ここで、<InstallDir> は、アプリケーションのインストールディレクトリを示します。

例： Program Files¥HP OpenView

UNIX ベースのオペレーティングシステムの場合

/opt/OV/bin/ovc -kill
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インストール手順の起動

次に示す方法のどれかを使って、Service Desk 5.1 コンポーネントのインストール手順を起動し

ます。

DVD から起動

 インストール対象マシンの CD-ROM ドライブにディスクを挿入するか、ネットワーク上にある 
CD-ROM ドライブを使用します。関連アプリケーションの実行可能ファイルを探してクリック

する (Windows オペレーティングシステムの場合 ) か、またはコマンド行でファイル名を入力し

ます (UNIX ベースのオペレーティングシステムの場合 )。44 ページの「インストール用ファイ

ル」 を参照してください。

共有インストールフォルダーを使う 

インストール DVD の中身を Service Desk 管理サーバーマシン上の共有フォルダー、または

ネットワーク上の別な場所にコピーします。関連アプリケーションの実行可能ファイルを探して
クリックする (Windows オペレーティングシステムの場合 ) か、またはコマンド行でファイル名

を入力します (UNIX ベースのオペレーティングシステムの場合 )。44 ページの「インストール

用ファイル」 を参照してください。

注記 Java Web Start のインストール手順は、115 ページの「Java Web Start による 
GUI クライアントのインストール」 を参照してください。

HP OpenView Installer － インストール手順

HP OpenView Service Desk 5.1 の各コンポーネントは、HP OpenView Installer を使ってイン

ストールします。インストールのフェーズを後述の表に示します。インストール中に、画面 ( 図 
2-2 参照 ) の左に矢印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールする場合は、アプリ

ケーションフォルダーとデータフォルダーの位置の選択はできません。

Windows オペレーティングシステムでは、 Service Desk コンポーネントがインス

トールされていないマシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストール

するとき、コンポーネントとデータベース用のターゲット位置を選択するようイ
ンストーラから指示されます。このダイアログは、同じマシンに続けてインス
トールするときは表示されません。
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表 2-15 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用する
よう求められます。このプロンプトは、現在のインストー
ル先に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にイ

ンストールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が
表示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求めら
れます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージ
を選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済
みの項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。
[Details] タブをクリックすると、インストールするパッ

ケージのツリービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールがで
きるように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストー
ルログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められま

す。
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図 2-2 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。

UNIX ベースのオペレーティングシステムでの非グラフィカルインストール

UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、どのコンポーネントも非グラフィックモードで

もインストールできます。そのためには、インストールコマンドに -i console オプションを指

定して実行します。

たとえば、非グラフィックモードで Service Desk 管理サーバーをインストールするには、コマ

ンド行で次のように入力します。

server_5.00.722_setup.bin -i console 

非グラフィックモードでは、対話型のインタフェースが表示されます。このオプションは、イン
ストール可能なすべてのコンポーネントに適用できます。

コマンド行オプション -DDEFAULT_FAILURE_ACTION=abort を使えば、システムにインストー

ル済みのパッケージは、インストールを中止した場合でも、正常に保たれます。このオプション
のコマンド行の構文は次のとおりです。

server_5.00.722_setup.bin -i console DDEFAULT_FAILURE_ACTION=abort
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インストール画面の概要

ここでは、表 2-15 で説明したインストール手順の各フェーズに伴うスクリーンショットを示し

ます。

初期化

コンポーネントのインストールプロセスを起動すると、セットアップ手順が開始されます。

図 2-3 セットアップ手順の開始

インストールウィザードは、システムで現在アクティブになっており、かつインストールプロセ
スを妨げるおそれのあるアプリケーション ( アンチウイルスソフトウェアなど ) がないか調べま

す。図 2-4 のような警告画面が表示されます。この画面で警告をクリックすると、妨げているア

プリケーションの情報が表示されます。この段階でインストールプロセスを中止した場合には、
システムは変更されません。

図 2-4 アプリケーションのチェック警告
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Service Desk コンポーネントが既にインストールされていた場合、インストールウィザードは、

図 2-5 に示すように、OV 設定ファイルに関するダイアログを表示します。

図 2-5 設定ファイルに関する問い合わせ

設定ファイルについて 

ovinstallparams.iniファイルは、Service Desk コンポーネントをそのマシンに初めてイン

ストールするときに OV Installer によって生成されます。このファイルは、 初のインストー

ルを途中でキャンセルしたときにも生成されます。設定ファイルには、前のインストールセッ
ション中に行った選択の詳細が含まれています。

問い合わせに対して [Yes] ボタンをクリックすると、インストーラは現在のインストールセッ

ション中に、以前に行われた選択を表示します。インストールプロセスのどの段階でも別のオプ
ションを選択することができます。問い合わせに対して [No] ボタンをクリックした場合は、デ

フォルトの工場設定値が表示されます。

ファイルの位置 : 

• Windows オペレーティングシステムでは、設定ファイルは 初は <%TEMP%> 変数で指定さ

れるディレクトリに格納されています。

• UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、これと対応する変数は $tmp です。

インストールが正常に完了すると、このファイルは次の場所に移動します。

%TEMP%¥HPOvInstaller¥<appName>_<revision>¥ovinstallparams_<date>.ini 
(Windows オペレーティングシステムの場合 ) 

または

$tmp/HPOvInstaller/<appName>_<revision>/ovinstallparams_<date>.ini

(UNIX ベースのオペレーティングシステムの場合 )
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Initializing: インストーラはコンピュータにインストール済みのコンポーネントと、インストー

ルが必要なコンポーネントを調べます。これらのプロセスは、画面に簡単に表示されます。

図 2-6 Initializing 画面 － インストール済みコンポーネントのチェック
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図 2-7 Introduction 画面

Introduction (Install): インストーラは、インストールするコンポーネントのソースフォルダー

パスとインストールログファイルがある場所を表示します。

ログファイルの形式は、HTML とプレーンテキストの両方です。

ログファイルの場所

ログファイルは次の場所にあります。

<tempDir>/HPOvInstaller/<appName>_<version>/<appName>_<date>_HPOvInstallerLog
.html

たとえば、Windows オペレーティングシステム上にクライアントをインストールした場合、以

下に示すログファイルには、システム構成に関する情報、インストーラアプリケーションに関す
る情報、インストールの進行に関する情報等が記録されます。

C:¥<%Temp%>¥HPOvinstaller¥client_2005.722¥client_2005.722_2006.02_11_26_HPOvI
nstallerLog.html 
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図 2-8 License Agreement 画面

License Agreement: インストーラは License Agreement ( ライセンス契約 ) に同意するか、確認

を求めます。
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図 2-9 Product Customization - Setup Type 画面

Setup Type: Service Desk 管理サーバーのインストールでは [Typical] ( 標準 ) または [Custom] (
カスタム ) のインストールを選択できます。[Custom] ラジオボタンをクリックすると、Service 
Desk は [Select Features] 画面を表示して使用可能なインストールオプションを表示します。
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図 2-10 Product Customization - Select Install Location

Install Location: Windows オペレーティングシステムでは、この画面は Service Desk コンポー

ネントがインストールされていないマシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストー

ルするときにだけ表示されます。この場合、インストーラは図 2-10 と同じような画面を表示し、

アプリケーションとデータ用のターゲット位置を選択するよう指示します。この画面は、同じマ
シンに続けてコンポーネントをインストールするときは表示されません。

この画面は、UNIX ベースのオペレーティングシステムでは表示されません。
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Select Features: 図 2-11 は Service Desk 管理サーバーのインストールの場合に表示される 
[Select Features] 画面です。淡色表示になっているものは、必須のコンポーネントです。チェッ

クボックスをクリックして、インストールするコンポーネントを選択します。

図 2-11 Product Customization - Select Features 画面
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図 2-12 Product Requirements - Install Checks 画面

Install Checks: 選択された設定に基づいて、Service Desk がインストール位置の空きディスク

スペースをチェックします。 十分なスペースがない場合、[Next] ボタンは淡色表示され、インス

トール手順を進めることはできません。この場合、[Previous] ボタンをクリックして追加ディス

クスペースを作成してから、[Next] ボタンをクリックします。[Next] ボタンをクリックすると、

再びディスクチェックが実行されます。[Cancel] ボタンをクリックしてインストールプロセスを

停止し、追加ディスクスペースを作成してからインストールを再開することもできます。
第 2 章58



HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備

HP OpenView Installer
図 2-13 Pre-Install Summary 画面

Pre-install summary: インストールを開始する前に、インストーラは [Pre-Install Summary] 
ウィンドウを表示して、インストール予定のパッケージ、または必須だがインストール済みの
パッケージをツリー形式で表示します。図 2-13 は、Client インストールの Pre-install 
summary の例です。

前にインストールしたパッケージを再インストールするには、[Force repair of already installed 
component packages] をクリックしてオンにします。
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図 2-14 に [Pre-install] アイコンを示します。緑のチェックがあるアイコンは、必要なアクショ

ンが既に実行されていることを示します。

図 2-14 Pre-Install Summary ( アイコン )

図 2-15 Installing 画面 ([Summary] タブ )
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Installing: [Install] ボタン ( 図 2-13 を参照 ) をクリックすると、[Installing] 画面が表示されま

す。[Details] タブをクリックすると ( 図 2-16 を参照 )、現在インストールされているパッケージ

が表示されます。

図 2-16 Installing 画面 ([Details] タブ )
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図 2-17 Post-Install

Post-Install: インストーラは、アプリケーションのアンインストールメカニズムを作成します。
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図 2-18 Installation Complete 画面

Installation complete: インストーラは、インストールが正常に完了したことを知らせます。

[Details] タブをクリックすると、システムにインストールされたパッケージのリストが表示され

ます。[View log file] ハイパーリンクをクリックすると、インストールのログファイルが HTML 
形式でブラウザに表示されます。

Snapshot Installation

このオプションは、Custom インストール中に [Select Features] 画面 (Database Content) に表

示されます。

Snapshot Installation ( スナップショットインストール ) は、Service Desk 管理サーバーインス

トール中にデータベースのロードと構成がどのように行われるかに関連しています。スナップ
ショットインストールでは、インストーラは 初にインストールプロセス中に空のデータベース
を作成します。そのため、インストールを仕上げるまで、データベースは空になっています。イ
ンストーラには、xml ファイル (snapshot.xml) が入っています。このファイルは、setup.exe 
ファイル、または setup.bin ファイルの中にパックされており、必要なデータベース構造が

入っています。 終のインストールタスクとして xml ファイルがデータベースに挿入され、イ

ンストールの完了時点でデータベースのロード完了になります。

スナップショットインストールの主な利点は時間的なファクタで、インストール時間が約 60% 
短縮されます。
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スナップショットインストールは、Default Typical インストールでは常に使用されます。

Default Custom インストールでも、このオプションを選択解除しない限り、スナップショット

インストールが適用されます。
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ここでは、Service Desk 5.1 コンポーネントの推奨するインストール順序を以下に示します。

Service Desk 管理サーバーをインストールし、データベースサーバー ( 以下を参照 ) を構成した

後に、その他のコンポーネントがあればインストールします。これらのコンポーネントでは、以
下のリストに示す順番に沿ってインストールする必要はありません。次のことに注意してくださ
い。

• Service Desk 5.1 をインストールする前に、データベースサーバーを動作状態にしておく必

要があります。

• データベースは、更新前に必ずバックアップしてください。

Windows オペレーティングシステム

インストールの準備

1. サポートされているオペレーティングシステムのリストに基づいて、Service Desk 環境の計

画を立てます。

2. オペレーティングシステムとハードウェアの仕様が、33 ページの「ハードウェア要件」と

30 ページの「システムの仕様と要件」に示してある 小限の要件を満たしていることを確認

します。

3. データベースサーバーソフトウェア (Oracle または MS SQL) を別のコンピュータにインス

トールします。

4. データベースサーバーを構成します。『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を参照し

てください。

HP OpenView Service Desk 管理サーバーのインストール

1. Service Desk 管理サーバーにするマシンにサーバーソフトウェアをインストールします。69 
ページの第 3 章 「Service Desk 管理サーバーのインストール」を参照してください。

2. Service Desk 管理サーバーでサーバー設定エディタを実行して、データベースのアカウント

を定義し、他の設定を選択します。
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他の Service Desk 5.1 コンポーネントのインストール

クライアント

1. クライアントとして使用するマシンにクライアントソフトウェアをインストールします。

105 ページの第 4 章 「Service Desk クライアントのインストール」を参照してください。

Service Desk Object Loader

1. 希望の場所に Service Desk Object Loader ソフトウェアをインストールします。167 ページ

の「Service Desk Object Loader のインストール」を参照してください。

2. Object Loader は別の OpenView 製品、たとえば、Network Node Manager (NNM)、
OpenView Operations (OVO)、または Microsoft Operations Manager (MOM) などの HP 
以外の製品から呼び出されます。Object Loader の設定については、該当製品のドキュメン

トを参照してください。

Service Desk エージェント

1. エージェントとするマシンに Service Desk エージェント ソフトウェアをインストールしま

す。159 ページの第 8 章 「Service Desk エージェントのインストール」を参照してくださ

い。

2. エージェントを起動するには、コマンド行で次を入力します。

ovc -start ovobsag

エージェントを停止するには、コマンド行で次を入力します。

ovc -stop ovobsag

UNIX ベースのオペレーティングシステム

インストールの準備

1. サポートされているオペレーティングシステムのリストに基づいて Service Desk 環境の計

画を立てます。

2. オペレーティングシステムとハードウェアの仕様が、33 ページの「ハードウェア要件」と

30 ページの「システムの仕様と要件」に示してある 小限の要件を満たしていることを確認

します。

3. データベースサーバー (Oracle または MS SQL Server) をインストールします。
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4. データベースサーバーを構成します。『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を参照し

てください。

HP OpenView Service Desk 管理サーバーのインストール

1. Service Desk 管理サーバー ソフトウェアを Service Desk 管理サーバーにするマシンにイン

ストールします。69 ページの第 3 章 「Service Desk 管理サーバーのインストール」を参照

してください。

2. Service Desk 管理サーバーでサーバー設定エディタを実行して、データベースのアカウント

を定義し、他の設定を選択します。

他の Service Desk 5.1 コンポーネントのインストール

クライアント

1. クライアントとして使用するマシンにクライアントソフトウェアをインストールします。

Service Desk Object Loader

1.  Service Desk Object Loader ソフトウェアを Service Desk 管理サーバーマシンにインス

トールします。 

Service Desk エージェント

1. Service Desk エージェント ソフトウェアをエージェントにするマシンにインストールしま

す。159 ページの第 8 章 「Service Desk エージェントのインストール」を参照してくださ

い。
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インストール順序
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3 Service Desk 管理サーバーのインストール

ここでは、Windows プラットフォームと UNIX ベースのプラットフォームに HP OpenView 
Service Desk 管理サーバーをインストールする手順を説明します。
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注記 以下のインストール手順では、Oracle データベースのオプション Use Existing 
Database User をオプション Primary Server Installation と一緒に選択する場合に

は、Service Desk のユーザーアカウントと関連するテーブルスペースが既に存在

している必要があります。

同様に、MS SQL Server データベースのオプション Use Existing Database User 
をオプション Primary Server Installation と一緒に選択する場合、Service Desk で
使うデータベースと関連するユーザーは既に存在している必要があります。

インストールシナリオ

HP OpenView Service Desk 管理サーバーの場合、 HP OpenView Installer には、インストール

用のグループ (「インストールシナリオ」) がいくつか用意されています。各グループは、ソフト

ウェアのインストールとインストールするデータベースを定義します。下表に、インストーラで
提供されるインストールグループを示します。

表 3-1 管理サーバーのインストールシナリオ

インストールグループ インストール プロセス

Default ( デフォルト ) 新規プライマリサー
バー

データベースを作成します。

証明書サーバーも含めフルセットの
ソフトウェアコンポーネントをイン
ストールします。

Upgrade ( アップグレード
)

プライマリサーバー
のアップグレード

既存のデータベースを、現在の設定
に基づいてアップグレードします。

既存のソフトウェアをアップグレー
ドするか、または新しいソフトウェ
アコンポーネントを追加します。
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各インストールグループ内で、[Typical] または [Custom] インストールを選べます。Typical イ
ンストールを選択した場合、事前に定義されたコンポーネントのセットがインストールされま
す。Custom インストールでは、一部のコンポーネントは必須ですが、その他のコンポーネント

の選択は自由です。各オプションでインストールされるコンポーネントを、表 3-2 (Typical イン

ストール ) と表 3-3 (Custom インストール ) に示します。

これらの表で、必須コンポーネントは「✓✓」で、インストールオプションで指定可能なコン

ポーネントは「✓」で、インストールオプションで選択できないコンポーネントは「-」で表示さ

れています。

セカンダリサーバー ( 証明

書サーバーなし )
新規セカンダリサー
バー

証明書サーバーを除くソフトウェア
だけをインストールします。

データベースはアップデートしませ
ん。

新しいデータベース設定を作成しま
す。

表 3-2 インストールされるコンポーネント － Typical インストール

コンポーネント Default 
( デフォルト )

Upgrade 
( アップグレー

ド )

Secondary 
Server 
( セカンダリ

サーバー )

Service Desk 管理サーバー 
コンポーネント

✓✓ ✓✓ ✓✓

Service Desk モジュール ✓✓ ✓✓ ✓✓

証明書サーバー ✓✓ ✓✓ -

スナップショットインス
トール

✓✓ - -

デモデータベース - - -

表 3-1 管理サーバーのインストールシナリオ ( 続き )

インストールグループ インストール プロセス
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[Enable Java Web Startable UI clients] チェックボックス

このチェックボックスは、Custom インストール中に [Select Features] 画面に表示されます。こ

のチェックボックスがオンに設定されていると、Service Desk 管理サーバーをインストールし

た後に、Apache Web サーバーが直ちに起動されるので、ユーザーはサーバーに直ちにアクセス

できます。これは、Typical インストールのデフォルトの動作でもあります。

Custom インストールでは、必要に応じてこのチェックボックスを選択解除できます。

Java Web Start - - -

表 3-3 インストールされるコンポーネントとオプションのコンポーネント － Custom 
インストール

コンポーネント Default 
( デフォルト )

Upgrade
( アップグレー

ド )

Secondary 
Server 
( セカンダリ

サーバー )

Service Desk 管理サーバー 
コンポーネント

✓✓ ✓✓ ✓✓

Service Desk モジュール ✓✓ ✓✓ ✓✓

証明書サーバー ✓ ✓ -

スナップショットインス
トール

✓ - -

デモデータベース ✓ ✓ -

Java Web Start ✓ ✓ ✓

表 3-2 インストールされるコンポーネント － Typical インストール ( 続き )

コンポーネント Default 
( デフォルト )

Upgrade 
( アップグレー

ド )

Secondary 
Server 
( セカンダリ

サーバー )
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アップグレードに関する留意事項

アップグレードを開始する前に変更を保存する

アップグレードを行うと、以下の項目は工場出荷時のデフォルトに戻されることに注意してくだ
さい。

• フォーム

— スケジュール

— 月ごとの反復 

— スケジュール期間 

— スケジュール反復

— スケジュールタイムゾーン 

— スケジュール要素 

— 週ごとの反復

— スケジュール - CI

— スケジュール - サービス

— スケジュール - サービス定義

— スケジュール - サービスレベル

— スケジュール - 構成アイテム定義

— スケジュール - SLA

• ビュー

— スケジュール

— スケジュール要素

— スケジュール - CI

— スケジュール - サービス

— スケジュール - サービス定義

— スケジュール - サービスレベル

— スケジュール - 構成アイテム定義
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— スケジュール - SLA

• アクション

— 子と共に受諾

— 受諾、子の関連付け解除

— 受諾解除

— 所有

— 所有解除

• ワークスペース

— ワークスペースのカテゴリ

— HP OpenView の設定

— ワークスペース

— アクションとルール

— プレゼンテーション

— スケジュール設定済みタスク

— データ

— システム設定

— ユーザーとセキュリティ

— テンプレート

上記の設定をデフォルトから変更したことがあり、その変更を保持したい場合には、以下の手順
を実行することをお勧めします。

1. アップグレードを実行する前に、Configuration Exchange ツールを使って、変更した構成

設定をエクスポートする作業を行います。そのためには、エクスポートする項目を選択する
ための Configuration Exchange Filter を作成し、フィルターを選択するための 
Configuration Exchange Group を作成し、Configuration Exchange を使ってこのグループ

を XML ファイルにエクスポートします。このツールの使い方は、オンラインヘルプを参照

してください。

2. 環境を新しいバージョンにアップグレードします。

3. Configuration Exchange ツールを使って、変更した設定に戻します。
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アップグレード後の役割の調整

アップグレード後に、以下の新しい属性にアクセスできるように役割を変更する必要がありま
す。

• SLM サーバーのステータス 

• 監査ポリシー 

• 添付ファイル分類コード
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Default インストールのインストールフロー

図 3-1 と図 3-2 に、Oracle データベースと MS SQL Server データベースを使った、Default の 
Typical インストールと Custom インストール用のオプションを示します。
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図 3-1 管理サーバーの Default インストーラのフロー (MS SQL Server)
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図 3-2 管理サーバーの Default インストーラのフロー (Oracle)
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インストールの前提条件

すべてのプラットフォームに共通

注記 HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントのインストールに関する一般的な

前提条件については、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してくださ

い。 

すべてのプラットフォームに共通なインストールの前提条件は次のとおりです。

データベースソフトウェア

次のうちいずれかを使用します。

• 確立された実行中の Oracle インスタンス

• 確立された実行中の MS SQL Server インスタンス

• Oracle データベースをインストールする場合は、SQL スクリプト実行用に SQLPLUS が必

要です。

インストール中に、新しいデータベースアカウントとストレージスペースを作成するか、または
既存のデータベースアカウントを使用するかを選択します。既存のデータベースアカウントを使
用する場合は、Service Desk 管理サーバーをプライマリサーバーとして使用するか、セカンダ

リサーバーとして使用するか、インストーラから指定を求められます。Service Desk 管理サー

バーをプライマリサーバーとして使用する場合、インストールプロセスは必要なデータベースオ
ブジェクトを作成します。 Service Desk 管理サーバーをセカンダリサーバーとして使用する場

合、インストールプログラムはプライマリサーバーのインストールで初期化された既存のデータ
ベースに接続します。この場合、データ構造は元のままです。

オプション「Use existing database user」を「Primary Server Installation」とともに選択する場

合には、インストールプロセスを開始する前に、まず選択したデータベースにユーザーアカウン
トとストレージスペースを作成する必要があります。このアクションによって、必要なテーブル
がインストール前に作成されます。
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ポートアクセス

Service Desk 5.1 コンポーネントで使用されるポートを下表に示します。

注記 Service Desk 管理サーバーとともにインストールされる Server Monitor を使う

と、サーバーに関連したサービスに関するデータとサーバー接続に関するデータ
を検査することができます。このモニターの使用方法は、『HP OpenView Service 
Desk 管理者ガイド』を参照してください。

表 3-4 Service Desk コンポーネントに割り当てられたポート番号

( クライアント ) から ( サーバー ) へ ポート番号 備考

Service Desk GUI クラ

イアント

Service Desk 
管理サーバー

30999 この設定は、サーバー設定エ
ディタを使って変更できます。
詳細は、『HP OpenView 
Service Desk 管理者ガイド』

を参照してください。

Service Desk 管理サー

バー

Service Desk 
GUI クライア

ント

40999 - 41019 この範囲内の 1 つの番号が 
GUI クライアントに動的に割

り当てられます。 ポート番号

は、静的に割り当てることも
できます。詳細は、Service 
Desk オンラインヘルプを参照

してください。

Service Desk 管理サー

バー

Service Desk 
エージェント

50998 このポート番号は変更できま
せん。エージェントはその存
在を、UDP ベースのマルチ

キャストを使ってネットワー
ク上の Service Desk 管理サー

バーにブロードキャストする
ことに注意してください。
エージェントとサーバーで使
用されるブロードキャスト IP 
アドレスは、234.98.227.65 
です。
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Java Web Start クライア

ント、
Web Console (Web UI)、
Service Pages

Apache Web 
サーバー

80 これはデフォルト値で、
Service Desk 管理サーバーの 
Typical インストール中と 
Custom インストール中に表

示されます。このポート番号
は、Typical インストール中

と Custom インストール中に

変更できますが、お勧めはで
きません。

Service Desk Load 
Object

Service Desk 
管理サーバー

30980 サーバーの HTTP POST サー

ビスを使用します。

この設定は、サーバー設定エ
ディタを使って変更できます。
詳細は、『HP OpenView 
Service Desk 管理者ガイド』

を参照してください。

電子メールクライアント Service Desk 
管理サーバー

25 受信メールに対する Service 
Desk 管理サーバー SMTP 
サービス。この設定は、サー
バー設定エディタを使って変
更できます。特定のマシンで 
ISS サービスが構成されてい

る場合には、そのマシンには 
Service Desk の電子メールイ

ンタフェースは構成しないで
ください。

詳細は、『HP OpenView 
Service Desk 管理者ガイド』

を参照してください。

Service Desk 管理サー

バー

SMTP サー

バー

25 発信メールに対するリモート 
SMTP サービス。

表 3-4 Service Desk コンポーネントに割り当てられたポート番号 ( 続き )

( クライアント ) から ( サーバー ) へ ポート番号 備考
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注記 データベースポート番号 : 使っているデータベースのデフォルトポート番号以外

の値を入力する場合は、Custom インストール中にその値を指定する必要があり

ます。データベースサーバーのポート番号は、Custom 以外のインストールでは

指定できません。

Windows へのインストール

Windows プラットフォームにインストールするときの前提条件は次のとおりです。

Server Monitor Service Desk 
管理サーバー

34199

ファイル転送 ( 電子メー

ルの添付ファイル )
FTP サーバー 21 FTP サーバー、Service Desk 

管理サーバー、およびクライ
アントマシンは、このポート
を通して通信するように設定
されている必要があります。

Service Desk の Service 
Pages

Tomcat 
Servlet 
Container 
サービス

8080

Web API Service Desk 
管理サーバー

30999

Service Desk 管理サー

バー

Oracle データ

ベースサー
バー

1520

1521

Oracle ネームサーバー

Oracle SQL*Net

Service Desk 管理サー

バー

MS SQL 
Server データ

ベースサー
バー

1433 MS SQL Server 2000

表 3-4 Service Desk コンポーネントに割り当てられたポート番号 ( 続き )

( クライアント ) から ( サーバー ) へ ポート番号 備考
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Service Desk 管理サーバーを、Windows 2000 Advanced Server または Windows 2003 
Advanced Server にインストールする場合、[ ターミナルサービス構成 ] 画面の [ セッションごと

に一時フォルダを使用する ] のチェックボックスのチェックを外す必要があります。この画面に

アクセスするには、[ スタート -> 設定 -> コントロールパネル -> 管理ツール -> ターミナルサービス

構成 ] を選択します。

図 3-3 Windows Advanced Server のセッションごとに使用する一時フォ

ルダーを無効化

HP-UX へのインストール

HP-UX プラットフォームにインストールするときの前提条件は次のとおりです。

ハードウェアとオペレーティングシステム

Service Desk 5.1 を HP-UX 11.11 または HP-UX 11.23 プラットフォームにインストールする前

に、適切なパッチを用意しておきます。パッチは、次の HP Resource Center から入手できま

す。

http://www.itrc.hp.com

このサイトからパッチをダウンロードするには登録が必要です。このサイトで必要なパッチを調
べることができます。

Java パッチ

Quality Pack がシステムにインストールされている場合は、それも含めて Java 1.4 に必要な 
HP-UX パッチを入手します。必要なパッチは、使用している HP-UX のリリースによって異な

ります。これらは次のサイトから入手します。

http://www.hp.com/java
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重要 Java 1.4 に関連するパッチだけをインストールしてください。Java Runtime 
Environment (JRE) バージョン 1.4.2_08 は、Service Desk 管理サーバーのイン

ストール (Default、Typical) または GUI クライアントインストールに含まれてい

ることに注意してください。互換性の問題があるため、JRE バージョン 1.5 はイ

ンストールしないでください。

カーネルパラメータ

HP-UX システムのチューニングは、Service Desk を実行する前に行うことが不可欠です。

System Administrator's Menu (SAM) を使ってカーネルパラメータを設定します。

Oracle データベース用のカーネルパラメータ設定の一般的なことについては、次のサイトを参

照してください。

http://download-west.oracle.com/docs/html/A96167_01/pre.htm#i1076781

Oracle データベースに関する HP-UX のカーネルパラメータ設定については、次のサイトを参照

してください。

http://download-west.oracle.com/docs/html/A96167_01/pre.htm#CHDCJDHI

( これらのサイトにアクセスするには、登録とサポート契約が必要です。)

下記のパラメータは、通常の単一データベースインスタンスを HP-UX 上で実行しているユー

ザーにお勧めできます。パラメータ値は、お使いのアプリケーションのニーズと使っているシス
テムのタイプによっては、変更が必要になることがあります。お使いのシステムの共有メモリー
とセマフォーカーネルパラメータが正しく設定されているかどうかを、下表を参照して調べてく
ださい。システムの現在の共有メモリーとセマフォーセグメントのリスト、およびそれらの ID 
番号と所有者を取得するには、ipcs コマンドを使用します。

次のカーネルパラメータは、HP-UX プラットフォーム上のテストでは問題なく使用できていま

す。

表 3-5 HP-UX のカーネルパラメータ

パラメータ 値 パラメータ 値

max_thread_proc 3000 maxdsiz 2063835136

maxfiles 2048 maxfiles_lim 2048
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maxusers 512 ncallout 6000

nfile 30000 nkthread 6000

nproc 2068 STRMSGSZ 65535

dbc_max_pct 25 maxfiles 8000

maxssiz 8388608 maxswapchunks 8192

max_thread_proc 3000 nproc 4116

maxuprc 512 msgtql  2046

msgmap 2048 msgssz 32

msgseg 32767 msgmnb 65535

msgmax 65535 msgmax 131070

msgmni 50 nflocks 3000

ninode 60000 npty 2024

nstrpty 1024 nstrtel 60

sema 1 semaem 16384

semmns 16384 semmni 2048

semmap 514 semmnu 1024

semume 200 semvmx 32767

shmem 1 shmmax 2147483647

shmmni 1024 shmseg 1024

表 3-5 HP-UX のカーネルパラメータ ( 続き )

パラメータ 値 パラメータ 値
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Service Desk 管理サーバーのインストール

ここでは、HP OpenView Service Desk 管理サーバーを Windows と UNIX ベースオペレーティ

ングシステムにインストールする方法を説明します。

注記 サポートしているオペレーティングシステムとデータベース、およびハードウェ
ア仕様の詳細は、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。

サポートしているオペレーティングシステムの 新情報については、次のサイト
で Service Desk 5.1 Supported Platforms のリストを参照してください。

http://openview.hp.com/ecare/getsupportdoc?docid=OV-EN018535

インストール手順

Service Desk 管理サーバーとともにインストールされるクライアント

Service Desk 管理サーバーのインストールプロセスには、サーバーマシンへの GUI クライアン

トのインストールが含まれます。したがって、GUI クライアントは管理サーバーマシンに別に

インストールする必要はありません。

初期ステップ

ここでは、インストールタイプ (Default、Upgrade、または Secondary Server) の選択と、これ

らの中で Typical または Custom のセットアップタイプを選択するまでのインストール手順を説

明します。残りのインストール手順は、個別に説明します ( 下の手順 6 を参照 )。

1. 実行可能ファイルを探します。実行可能ファイル名は、次のようになっています。

server_<revision>_setup.exe (Windows プラットフォーム )

または

server_<revision>_setup.bin (UNIX ベースのプラットフォーム )

ここで、revisionは、ビルド識別子を示します ( 例 : 5.00.722)。ファイルは、インストー

ル媒体 (DVD) のルートディレクトリにあります。
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2. インストールプロセスを起動するには、実行可能ファイルをダブルクリックする (Windows 
プラットフォームの場合 ) か、コマンド行で server_<revision>_setup.bin を入力しま

す (UNIX ベースプラットフォームの場合 )。

注記 インストーラは、システムで現在有効になっているアンチウイルスアプリ
ケーションに関するダイアログボックスを表示することがあります。詳細は、
46 ページの「HP OpenView Installer」を参照してください。

この段階で HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。インス

トーラは、インストール設定ファイルを使うかどうかを尋ねてきます。インストール設定
ファイルについては、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

Service Desk は、インストールされるコンポーネントが入っているソースフォルダー名と、

インストールログファイルの位置を表示します。

3. [License Agreement] ウィンドウが表示されます。[I accept the terms of this License 
Agreement] をクリックします。

4. [Select Group] ウィンドウでインストールタイプを選択します。オプションには、Default、
Upgrade および Secondary Server があります。こららのオプション内で、[Typical] または 
[Custom] のインストールを選択します。Custom インストールでは、必須のコンポーネント

があるので注意してください。70 ページの「始める前に － インストールのシナリオと流れ」

および、71 ページの表 3-2 の概要の個所を参照してください。

• Default: このオプションを選択すると、Service Desk 管理サーバーとクライアントのコ

ンポーネントをインストールし、データベースを作成します。このオプションは、ユー
ザーの認証で使われる HP OpenView 証明書サーバーもインストールします。ネット

ワーク構成には、証明書サーバーを 1 つインストールしてください。同じネットワーク

に残りのインストールを行うときは、[Secondary Server] オプションを選択します。

• Secondary Server (without Certificate Server): デフォルトのインストールの後、このオプ

ションを選択して Service Desk 管理サーバーとクライアントのコンポーネントを残りの

ネットワークインスタンスにインストールします。このオプションでは、HP OpenView 
証明書サーバーはインストールされません。

• Upgrade: 現在のソフトウェアコンポーネントのアップグレードとデータベースのアップ

グレードを行う場合には、このオプションを選択します。

5. 各インストールオプションで、[Setup Type] ウィンドウを使えば Typical または Custom の
インストールタイプを選択できます。これらのオプションから 1 つを選択します。

6. 上の選択に基づいて、下のリストから 1 つを選択します。
第 3 章 87



Service Desk 管理サーバーのインストール

Service Desk 管理サーバーのインストール
• 88 ページの「Default Typical インストール」

• 89 ページの「Default Custom インストール」

• 93 ページの「Upgrade Typical インストール」

• 95 ページの「Upgrade Custom インストール」

• 97 ページの「Secondary Server Typical インストール」

• 98 ページの「Secondary Server Custom インストール」

Default Typical インストール

Default Typical インストールは、このタイプのインストールを選択した [Setup Type] 画面から

始まります。

1. インストーラからアプリケーションとデータのフォルダー位置を選択するよう指示されま

す。いずれに対しても、[Browse] ボタンをクリックしてターゲットフォルダーの位置を指定

します。この画面は、ターゲットコンピュータに 初にインストールする Service Desk コン

ポーネントに対してだけ表示されます。UNIX ベースのプラットフォームでは表示されませ

ん。

2. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。この値を使うか、または別のポートを選択します。こ

のトピックに関連する画面の指示に注意してください。

3. [Server Configuration] ウィンドウで、使うデータベースを選択します。現在のオプション

は、[Oracle] または [Microsoft MS SQL Server] です。

4. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーを選択するか、または新規

ユーザーを作成します。

[Create New Database User] を選択して、新しいデータベースの新規ユーザーのアカウント

を作成します。[Use Existing Database User] を選択する場合には、Oracle データベースの

場合には、Service Desk のユーザーアカウントと関連するテーブルスペースが既に存在して

いなくてはなりません。MS SQL Server データベースの場合には、Service Desk で使われ

るデータベースと、関連するユーザーが既に存在していなくてはなりません。

[Create New Database User] を選択した場合は、次の手順に進みます。[Use Existing 
Database User] を選択した場合は、手順 6 に進みます。

5. 次の 2 つの画面では、管理者アカウントとデータベースユーザーの情報を入力できます。
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• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter your administrator account information) で、管

理者アカウントの詳細情報 ( ユーザー名、パスワード、ホスト、およびインスタンス ) 
を入力します。これらは、データベースへのログオンとユーザー (Oracle) 作成に必要で

す。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information) で新規

ユーザーの詳細情報 ( ユーザー名、パスワード ) を入力します。

各ウィンドウで要求された情報を入力してから、手順 8 に進みます。

6. 既存のデータベースユーザーの使用を選択しました。ここでは、[Server Configuration] ウィ

ンドウ (Choose Database Initialization Preferences) でデータベース初期化の選択を行いま

す。このオプションは、[Primary Server Installation] または [Secondary Server Installation] 
です。デフォルトのインストールを行っているので、[Primary Server Installation] を選択し

ます。

7. ここで、データベースサーバーとデータベースのユーザーアカウント情報を入力します。

[Server Configuration] ウィンドウ (enter your database server information) でデータベース

サーバーの詳細情報 ( ホスト、インスタンス ) を入力します。

[Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information) でデータ

ベースユーザーのユーザーアカウント情報 ( ユーザー名、パスワード ) を入力します。

8. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合には、[Next] ボタンは淡色表示となり、イン

ストール手順を先に進めることができません。この状況では、[Previous] ボタンをクリック

して追加ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り

返します。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストー
ルをやり直すこともできます。[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと

使用可能なディスクスペースの情報が表示されます。

9. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定のパッケージと、インストール済

みパッケージのリストが表示されます。この画面のフィールドについては、50 ページの「イ

ンストール画面の概要」 を参照してください。

10. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。

Default Custom インストール

Default Custom インストールは、このタイプのインストールを選択した [Setup Type] ウィンド

ウから始まります。
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1. インストーラから、アプリケーションフォルダーとデータフォルダーの位置を選択するよう

指示されます。いずれに対しても、[Browse] ボタンをクリックしてターゲットフォルダーの

位置を指定します。この画面は、ターゲットコンピュータに 初にインストールする 
Service Desk コンポーネントに対してだけ表示されます。UNIX ベースのプラットフォーム

では表示されません。

2. [Next] ボタンをクリックして、[Select Features] 画面 ( インストールできるアイテムがここ

に表示される ) へ進みます。使用可能なオプションの概要は、表 3-2 を参照してください。

チェックボックスをクリックして、インストールする機能を選択します。

3. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。画面の指示に従って、この値を使用するか、または別

のポートを選択します。

4. [Server Configuration] ウィンドウで、使うデータベースを選択します。現在のオプション

は、[Oracle] または [MS SQL Server] です。

5. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーの選択または新規ユーザーの

作成を行うことができます。

[Create New Database User] を選択して、新しいデータベースの新規ユーザーのアカウント

を作成します。[Use Existing Database User] を選択する場合には、Oracle データベースの

場合には、Service Desk のユーザーアカウントと関連するテーブルスペースが既に存在して

いなければなりません。MS SQL Server データベースの場合には、Service Desk が使う

データベースと、関連するユーザーが既に存在していなければなりません。

[Create New Database User] を選択した場合は、次の手順に進みます。[Use Existing 
Database User] を選択した場合は、手順 11 に進みます。

6. 次の 2 つの画面では、管理者アカウントとデータベースユーザーの情報を入力できます。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter your administrator account information) で、管

理者アカウントの詳細情報 ( ユーザー名、パスワード、ホスト、およびインスタンス ) 
を入力します。これらはデータベースにログオンするときに必要です。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information) で新規

ユーザーの詳細情報 ( ユーザー名、パスワード ) を入力します。

注記 手順 7 は、新規ユーザー用に MS SQL Server データベースを使う場合の 
Service Desk 管理サーバー インストールを説明しています。Oracle データ

ベースを使うインストールでは、手順 8 に進んでください。
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7. [Server Configuration]ウィンドウ (Microsoft SQL Server database information) で MS SQL 
Server データベースのパラメータを指定します。

• Database と Filename: インストーラはユーザー名に基づいて、データベース名とデータ

ベースのファイル名を提案します。各フィールドでデフォルト名を受け入れるか、名前
を変更します。

• Size: 提案されたデータベースファイルのサイズ。デモ ( サンプル ) データベースのイン

ストールでは、 デフォルトの 50 MB より大きい値を入力する必要があります。

値を入力し、サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

• File growth: データベースファイルを自動的に増加させる増分単位を示します。値を入力

し、サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

• Log filename: インストーラはデータベースのログファイル名を提案します。デフォルト

名を受け入れるか、名前を変更します。

• Log size: 提案されたログファイルのサイズ。

• Log file growth は、ログファイルを自動的に増加させる増分単位を示します。値を入力

し、サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

手順 13 に進みます。

8. [Server Configuration] ウィンドウ (Application default tablespace information) で、デフォル

トのアプリケーションユーザーのテーブルスペースを作成するのに必要な情報を指定しま
す。新しいテーブルスペースを作成することも、既存のテーブルスペースを使用することも
できます。

[Create New Database Tablespace] を選択した場合は、次の値を入力します。

• Tablespace: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Data File: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Size: サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

• Next Extent: 拡張サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

9. [Server Configuration] ウィンドウ (Application index tablespace information) で、インデック

スアプリケーションユーザーのテーブルスペースを作成するために必要な情報を指定しま
す。 新しいテーブルスペースを作成することも、既存のテーブルスペースを使用することも

できます。
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[Create New Database Tablespace] を選択した場合は、次の値を入力します。

• Tablespace: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Data File: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Size: サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

• Next Extent: 拡張サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

[Use Existing Database Tablespace] を選択した場合は、このオプションのラジオボタンをク

リックしてドロップダウンリストから値を選択します。

10. [Server Configuration] ウィンドウ (Application temporary tablespace information) で、一時ア

プリケーションユーザーのテーブルスペースを作成するために必要な情報を指定します。 新
しいテーブルスペースを作成することも、既存のテーブルスペースを使用することもできま
す。

[Create New Database Tablespace] を選択した場合は、次の値を入力します。

• Tablespace: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Data File: スペース、ピリオドは使わないでください。

• Size: サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

• Next Extent: 拡張サイズを KB ( デフォルト )、MB、または GB 単位で指定します。

[Use Existing Database Tablespace] を選択した場合は、このオプションのラジオボタンをク

リックしてドロップダウンリストから値を選択します。

11. 既存のデータベースユーザーを使うことを選択しているので、ここで、データベース初期化

の選択を [Server Configuration] ウィンドウ (choose database initialization preferences) で指

定します。このオプションは、[Primary Server Installation] または [Secondary Server 
Installation] です。デフォルトのインストールを行っているので、[Primary Server 
Installation] を選択します。

12. Primary Server Installation または Secondary Server Installation のどちらの場合でも、次

の 2 つの画面でデータベースサーバーとデータベースユーザーアカウント情報を入力するこ

とができます。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter your database server information) でデータベー

スサーバーの詳細情報 ( ホスト、ポート、インスタンス ) を入力します。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information)でデータ

ベースユーザーのユーザー名とパスワードの詳細情報を入力します。
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13. Service Desk 管理サーバーには、クライアントと通信するための ITP サーバーの他に、

HTTP サーバー (Service Desk Load Object コンポーネントとの通信用 ) と SMTP サーバー 
( クライアントからの受信電子メール処理用 ) が含まれています。[Server Configuration] 
ウィンドウ (Enter the Server settings) を使うと、これら組み込みサーバーをアクティブにし

たり、ポート値を指定することができます。

• ITP port: デフォルト値は 30999 です。

• Enable HTTP protocol: このチェックボックスをクリックしてオンにし、[HTTP port] 
フィールドに値を入力します。デフォルト値は 30980 です。

• Enable SMTP protocol: このサーバーを有効にするにはチェックボックスをクリックして

オンにし、[SMTP] フィールドに値を入力します。デフォルトは 25 です。

• Enable multiple server environment: このチェックボックスをクリックしてオンにし、ク

ライアントの負荷分散を有効にします。

• Accept console clients: このオプションはデフォルトで選択されています。このオプショ

ンをキャンセルするには、たとえば専用の Service Desk 管理サーバーのインストールの

場合、 このチェックボックスをクリックしてオフにします。

14. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合、[Next] ボタンは淡色表示となり、インス

トールを先に進めることはできません。この場合は、[Previous] ボタンをクリックして追加

ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り返しま

す。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストールをや
り直すこともできます。

[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと使用可能なディスクスペースの

情報が表示されます。

15. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定パッケージのリストと、アプリ

ケーションとデータのディレクトリの位置が表示されます。この画面のフィールドについて
は、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

16. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。

Upgrade Typical インストール

Upgrade Typical インストールは、このタイプのインストールを選択した [Setup Type] 画面から

始まります。
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注記 既存のインストールからアップグレードするので、アプリケーションフォルダー
とデータフォルダーの位置は選択できません。

1. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。この値を使うか、または別のポートを選択します。こ

のトピックに関連する画面の指示に注意してください。

2. [Server Configuration] ウィンドウで、使うデータベースを選択します。[Oracle] または [MS 
SQL Server] を選択します。

3. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーを選択するか、または新規

ユーザーを作成します。

[Use Existing Database User] を選択して既存のアカウントを使用します。Oracle データ

ベースに対して [Use Existing Database User] を選択した場合、Service Desk のユーザーア

カウントと、関連するテーブルスペースが既に存在していなくてはなりません。SQL Server 
データベースに対して [Use Existing Database User] を選択した場合には、Service Desk で
使うデータベースと、関連するユーザーが既に存在していなくてはなりません。

4. ここでは、[Server Configuration] ウィンドウ (Choose Database Initialization Preferences) で
データベース初期化の選択を行います。オプションは、[Primary Server Installation] または 
[Secondary Server Installation] です。

データベースもアップグレードする場合は、[Primary Server Installation ] を選択します。

アップグレードしない場合は、[Secondary Server Installation] を選択します。

5. ここで、データベースのユーザーアカウント情報を入力します。画面は Primary Server イ
ンストールと Secondary Server インストールで同じです。

[Server Configuration] ウィンドウ (enter your database server information) でデータベース

サーバーの詳細情報 ( ホスト、インスタンス ) を入力します。

[Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information) でデータ

ベースユーザーのユーザーアカウント情報 ( ユーザー名、パスワード ) を入力します。

6. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合には、[Next] ボタンは淡色表示となり、イン

ストール手順を先に進めることができません。この場合は、[Previous] ボタンをクリックし

て追加ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り返

します。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストール
をやり直すこともできます。
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[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと使用可能なディスクスペースの

情報が表示されます。

7. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定のパッケージと、インストール済

みパッケージのリストが表示されます。この画面のフィールドについては、50 ページの「イ

ンストール画面の概要」を参照してください。

8. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。

Upgrade Custom インストール

Upgrade Custom インストールは、このタイプのインストールを選択した [Setup Type] ウィン

ドウから始まります。

注記 既存のインストールからアップグレードするので、アプリケーションフォルダー
とデータフォルダーの位置は選択できません。

1. [Next] ボタンをクリックして、[Select Features] 画面 ( インストールできるアイテムがここ

に表示される ) を表示します。使用可能なオプションの概要は、表 3-2 を参照してください。

チェックボックスをクリックして、インストールする機能を選択します。

2. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。画面の指示に従って、この値を使用するか、または別

のポートを選択します。

3. [Server Configuration] ウィンドウで、使用するデータベースを選択します。[Oracle] または 
[MS SQL Server] を選択します。

4. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーを選択するか、または新規

ユーザーを作成します。

[Use Existing Database User] を選択します。Oracle データベースに対して [Use Existing 
Database User] を選択した場合、Service Desk のユーザーアカウントと、関連するテーブ

ルスペースが既に存在していなくてはなりません。SQL Server データベースに対して [Use 
Existing Database User] を選択した場合には、Service Desk で使うデータベースと、関連す

るユーザーが既に存在していなくてはなりません。
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5. ここでは、[Server Configuration] ウィンドウ (Choose Database Initialization Preferences) で
データベース初期化の選択を行います。このオプションは、[Primary Server Installation] ま
たは [Secondary Server Installation] です。

データベースもアップグレードする場合は、[Primary Server Installation ] を選択します。

アップグレードしない場合は、[Secondary Server Installation] を選択します。

6. Primary Server Installation または Secondary Server Installation のどちらの場合でも、次

の 2 つの画面でデータベースサーバーとデータベースユーザーアカウント情報を入力するこ

とができます。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter your database server information) でデータベー

スサーバーの詳細情報 ( ホスト、ポート、インスタンス ) を入力します。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information)でデータ

ベースユーザーのユーザー名とパスワードの詳細情報を入力します。

7. Service Desk 管理サーバーには、クライアントと通信するための ITP サーバーの他に、

HTTP サーバー (Service Desk Load Object コンポーネントとの通信用 ) と SMTP サーバー 
( クライアントからの受信電子メール処理用 ) が含まれています。[Server Configuration] 
ウィンドウ (Enter the Server settings) では、これら組み込みサーバーをアクティブにした

り、ポート値を指定することができます。

• ITP port: デフォルト値は 30999 です。

• Enable HTTP protocol: このチェックボックスをクリックしてオンにし、[HTTP port] 
フィールドに値を入力します。デフォルト値は 30980 です。

• Enable SMTP protocol: このサーバーを有効にするにはチェックボックスをクリックして

オンにし、[SMTP] フィールドに値を入力します。デフォルトは 25 です。

• Enable multiple server environment: このチェックボックスをクリックしてオンにし、ク

ライアントの負荷分散を有効にします。

• Accept console clients: このオプションはデフォルトで選択されています。このオプショ

ンをキャンセルするには、たとえば専用の Service Desk 管理サーバーのインストールで

は、 このチェックボックスをクリックしてオフにします。

8. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合、[Next] ボタンは淡色表示となり、インス

トールを先に進めることはできません。この場合は、[Previous] ボタンをクリックして追加

ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り返しま

す。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストールをや
り直すこともできます。
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[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと使用可能なディスクスペースの

情報が表示されます。

9. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定パッケージのリストと、アプリ

ケーションとデータのディレクトリの位置が表示されます。この画面のフィールドについて
は、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

10. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。

Secondary Server Typical インストール

Secondary Server Typical インストールは、このタイプのインストールを選択した [Setup Type] 
画面から始まります。

1. インストーラから、アプリケーションフォルダーとデータフォルダーの位置を選択するよう

指示されます。いずれの場合も、[Browse] ボタンをクリックしてターゲットフォルダーの位

置を指定します。 この画面は、特定のコンピュータに 初にインストールする Service Desk 
コンポーネントに対してだけ表示されます。UNIX ベースのプラットフォームでは表示され

ません。 

2. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。画面の指示に従って、この値を使用するか、または別

のポートを選択します。

3. [Server Configuration] ウィンドウで、使うデータベースを選択します。[Oracle] または [MS 
SQL Server] を選択します。

4. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーを選択するか、または新規

ユーザーを作成します。

[Use Existing Database User] を選択します。Oracle データベースに対して [Use Existing 
Database User] を選択した場合、Service Desk のユーザーアカウントと、関連するテーブ

ルスペースが既に存在していなくてはなりません。SQL Server データベースに対して [Use 
Existing Database User] を選択した場合には、Service Desk で使うデータベースと、関連す

るユーザーが既に存在していなくてはなりません。

5. ここでは、[Server Configuration] ウィンドウ (Choose Database Initialization Preferences) で
データベース初期化の選択を行います。[Secondary Server Installation] を選択します。この

場合、インストールプログラムはプライマリサーバーで初期化された既存のデータベースに
接続します。ユーザー、テーブルスペース、およびテーブルは既に存在しているので、テー
ブルを作成する必要はありません。
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6. ここで、データベースサーバーとデータベースのユーザーアカウント情報を入力します。

[Server Configuration] ウィンドウ (enter your database server information) でデータベース

サーバーの詳細情報 ( ホスト、インスタンス ) を入力します。

[Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information) でデータ

ベースユーザーのユーザーアカウント情報 ( ユーザー名、パスワード ) を入力します。

7. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合には、[Next] ボタンは淡色表示となり、イン

ストール手順を先に進めることができません。この場合は、[Previous] ボタンをクリックし

て追加ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り返

します。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストール
をやり直すこともできます。

[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと使用可能なディスクスペースの

情報が表示されます。

8. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定のパッケージと、インストール済

みパッケージのリストが表示されます。この画面のフィールドについては、50 ページの「イ

ンストール画面の概要」を参照してください。

9. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。

Secondary Server Custom インストール

Secondary Server Custom インストールは、[Setup Type] ウィンドウ ( ここで、このタイプのイ

ンストールを選択した ) から始まります。

1. インストーラから、アプリケーションフォルダーとデータフォルダーの位置を選択するよう

指示されます。いずれの場合も、[Browse] ボタンをクリックしてターゲットフォルダーの位

置を指定します。 この画面は、特定のコンピュータに 初にインストールする Service Desk 
コンポーネントに対してだけ表示されます。UNIX ベースのプラットフォームでは表示され

ません。

2. [Next] をボタンクリックして、[Select Features] 画面 ( インストールできるアイテムがここ

に表示される ) を表示します。使用可能なオプションの概要は、表 3-2 を参照してください。

チェックボックスをクリックして、インストールする機能を選択します。
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3. Service Desk は、[Apache Web Server Configuration] ウィンドウに、Apache Web Server の
デフォルトポート (80) を表示します。画面の指示に従って、この値を使用するか、または別

のポートを選択します。

4. [Server Configuration] ウィンドウで、使うデータベースを選択します。[Oracle] または [MS 
SQL Server] を選択します。

5. 2 番目の [Server Configuration] ウィンドウでは、既存ユーザーを選択するか、または新規

ユーザーを作成します。

[Use Existing Database User] を選択します。Oracle データベースに対して [Use Existing 
Database User] を選択した場合、Service Desk のユーザーアカウントと、関連するテーブ

ルスペースが既に存在していなくてはなりません。SQL Server データベースに対して [Use 
Existing Database User] を選択した場合には、Service Desk で使うデータベースと、関連す

るユーザーが既に存在していなくてはなりません。

6. [Server Configuration] ウィンドウ (choose database initialization preferences) でデータベー

ス初期化の選択を行います。[Secondary Server Installation] を選択します。この場合、イン

ストールプログラムはプライマリサーバーで初期化された既存のデータベースに接続しま
す。Oracle データベースの場合、ユーザー、テーブルスペース、およびテーブルは既に存在

しているので、テーブルの作成は不要です。MS SQL Server では、データベースの設定を

入力する必要はありません。

7. ここで、データベースサーバーとデータベースのユーザーアカウント情報を入力します。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter your database server information) でデータベー

スサーバーの詳細情報 ( ホスト、ポート、インスタンス ) を入力します。

• [Server Configuration] ウィンドウ (Enter the database user account information)でデータ

ベースユーザーのユーザー名とパスワードの詳細情報を入力します。

8. Service Desk 管理サーバーには、クライアントと通信するための ITP サーバーの他に、

HTTP サーバー (Service Desk Load Object コンポーネントとの通信用 ) と SMTP サーバー 
( クライアントからの受信電子メール処理用 ) が含まれています。[Server Configuration] 
ウィンドウ (Enter the Server settings) を使うと、これら組み込みサーバーをアクティブにし

たり、ポート値を指定することができます。

• ITP port: デフォルト値は 30999 です。

• Enable HTTP protocol: このチェックボックスをクリックしてオンにし、[HTTP port] 
フィールドに値を入力します。デフォルト値は 30980 です。

• Enable SMTP protocol: このサーバーを有効にするにはチェックボックスをクリックして

オンにし、[SMTP] フィールドに値を入力します。デフォルトは 25 です。
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• Enable multiple server environment: このチェックボックスをクリックしてオンにし、ク

ライアントの負荷分散を有効にします。

• Accept console clients: このオプションはデフォルトで選択されています。このオプショ

ンをキャンセルするには、たとえば専用の Service Desk 管理サーバーのインストールで

は、 このチェックボックスをクリックしてオフにします。

9. Service Desk は、インストールドライブに十分なディスクスペースがあるかどうかをチェッ

クします。十分なディスクスペースがない場合、[Next] ボタンは淡色表示となり、インス

トールを先に進めることはできません。この場合は、[Previous] ボタンをクリックして追加

ディスクスペースを作成し、[Next] ボタンをクリックしてディスクチェックを繰り返しま

す。インストールをキャンセルし、追加ディスクスペースを作成してからインストールをや
り直すこともできます。

[Install Checks] ウィンドウには、必要なディスクスペースと使用可能なディスクスペースの

情報が表示されます。

10. [Pre-Install Summary] ウィンドウには、インストール予定パッケージのリストと、アプリ

ケーションとデータのディレクトリの位置が表示されます。この画面のフィールドについて
は、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

11. [Install] ボタンをクリックしてインストールを継続します。[Install Progress] ウィンドウが表

示されます。インストールは完了までに数時間かかることがあります。インストールが失敗
した場合には、インストール済みパッケージをすべてロールバックできます。
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インストーラは次のアカウントを自動的に作成します。

Service Desk 管理サーバーの起動と停止

インストールプロセスによって自動的に Service Desk 管理サーバーが起動します。サーバーの

状態を調べるには、コマンド行で次のように入力します。

ovc -status

図 3-4 現在実行中のコンポーネント

表 3-6

名前 system

パスワード openview

サーバー名 localhost
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このコマンドを実行すると、図 3-4 「現在実行中のコンポーネント」のリストと同じように、

OpenView Control サービスに登録されているコンポーネントがすべて表示されます。

Service Desk 管理サーバーを起動および停止するコマンドは次のとおりです。

ovc -start 

ovc -stop

ovc コマンドの詳細は、Service Desk のオンラインヘルプを参照してください。

注記 Service Desk 管理サーバーを複数のサーバーにインストールする場合でも、

Service Desk Reporting などのプロセスには、サーバーは 1 つしか必要ありませ

ん。Service Desk 管理サーバーでインストールされるコンポーネントの登録と登

録解除については、『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』の「複数の 
Service Desk 管理サーバー」の項を参照してください。

管理サーバー設定の編集

サーバー設定の表示または変更方法 :

1. 次のファイルを探して実行します。

• UNIX ベースのオペレーティングシステム

 /opt/OV/bin/OvObsServerSettingsEditor

• Windows オペレーティングシステム

 C:¥Program Files¥HP OpenView¥bin¥OvObsServerSettingsEditor

または、[ スタート ] メニューで次のオプションをクリックします。

スタート -> すべてのプログラム -> HP OpenView -> Edit Server Settings

サーバー設定の構成については、『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を参照してくださ

い。

Server Monitor へのアクセス 

Server Monitor プログラムは Service Desk 管理サーバーのステータスとパフォーマンスを表示

するツールです。

Server Monitor には次のようにしてアクセスします。
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1. 次のファイルを探して実行します。

• UNIX ベースのオペレーティングシステム

/opt/OV/bin/OvObsServerMonitor

• Windows オペレーティングシステム

C:¥Program Files¥HP OpenView¥bin¥OvObsServerMonitor

2. 監視対象の管理サーバーインスタンスを、[ アドレス ] ドロップダウンリストに表示されるホ

スト名のリストから選択します。

Server Monitor の使用方法は、HP OpenView Service Desk のオンラインヘルプの「管理者向け

情報」を参照してください。
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ここでは、以下の作業について説明します。

• インストール DVD またはネットワークからの、GUI クライアントのインストール

• Java Web Start を使った GUI クライアントのインストール

• Web Console を使った、ブラウザから HP OpenView console へのアクセス

この章では、クライアント設定エディタの概要についても説明します。クライアント設定エディ
タについての詳細は、HP OpenView Service Desk オンラインヘルプを参照してください。

HP OpenView console へのアクセス

Service Desk では、以下のいずれかの方法で、HP OpenView console にアクセスすることがで

きます。

• インストール DVD を使って GUI クライアントをインストールするか、ネットワークからイ

ンストールする方法。

108 ページの「GUI クライアントのインストール」を参照してください。

• Java Web Start を使って GUI クライアントをインストールする方法。この方法では、Web 
ブラウザ上でリンクをクリックすればクライアントをインストールできます。Java Web 
Start がインストールされていれば、クライアントのインストールに必要なコンポーネント

はダウンロードされてキャッシュに入っています。ブラウザのリンクまたはデスクトップの
アイコンをクリックすれば、HP OpenView console を起動することができます。

115 ページの「Java Web Start による GUI クライアントのインストール」を参照してくだ

さい。

• Web Console (Web UI) オプションを使う方法。この場合には、ブラウザに URL を入力し

て、HP OpenView console にログオンします。

113 ページの「OpenView Web Console によるクライアントへのアクセス」を参照してくだ

さい。

• Service Pages をインストールします。これによって、Web ベースで HP OpenView console 
にアクセスすることができるようになりますが、クライアント機能は制約されます。

121 ページの第 5 章 「Service Pages のインストール」を参照してください。
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インストール手順を実行する前に次のことを行います。

• 第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」、特に 46 ページの「HP 
OpenView Installer」の項を読んでください。ここには、GUI クライアントをインストール

するために使う HP OpenView Installer についての説明があります。

• HP OpenView Service Desk 5.1コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件に

ついては、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。
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1. 実行可能インストールファイルを探します。実行可能ファイルは、メディアのルートディレ

クトリにあります。ファイル名は次のとおりです。

client_<revision>_setup.bin (UNIX ベースのオペレーティングシステム )

または

client_<revision>_setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、revision は、ビルド ID を示します。たとえば、5.00.722 です。

2. インストールプロセスを起動するには、実行ファイル (Windows プラットフォーム ) をダブ

ルクリックするか、コマンド行 (UNIX ベースのプラットフォーム ) で
「client_<revision>_setup.bin」と入力します。

3. HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。ターゲットのマシ

ンに Service Desk 5.1 のコンポーネントを既にインストールしていた場合は、インストール

ウィザードからインストール設定ファイルを使用するかどうか確認されます。このファイル
の詳細は、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

4. HP OpenView Installer が起動され、インストール作業について指示が表示されます。この

プロセスは、標準的な HP OpenView のインストールプロセスです。下表にインストール

フェーズの概要を示します。Service Desk コンポーネントの標準インストール手順の全体に

ついては、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。
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コンポーネントのインストール手順の概要

HP OpenView Installer は、 Service Desk のコンポーネントをインストールするのに使用しま

す。Java Web Start クライアントのインストールと Web Console クライアントのインストール

には使いません。

インストール手順のフェーズを下表に示します。インストール中に、画面 ( 下図参照 ) の左に矢

印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールしている場合は、アプ

リケーションフォルダーとデータフォルダーの位置は選択できません。

Windows プラットフォームでは、 Service Desk コンポーネントが含まれていない

マシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストールするとき、コンポー

ネントとデータがあるターゲット位置に移動するようインストーラから指示され
ます。このダイアログボックスは、同じマシンに続けてインストールするときは
表示されません。
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表 4-1 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用するよ
う求められます。このプロンプトは、現在のインストール先
に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にインス

トールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が表
示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求められ
ます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージを
選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済み
の項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。[Details] 
タブをクリックすると、インストールするパッケージのツ
リービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールができ
るように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストール
ログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められます。
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図 4-1 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。

クライアント設定の編集

クライアント設定エディタを使ってクライアント設定を編集します。クライアントエディタでは
次のことができます。

• インストールフォルダー、ユーザーフォルダー、およびデータフォルダーの情報が表示でき

ます。

• 適切なパーミッションを持っていれば、アカウントの編集、作成、および削除ができます。

クライアント設定エディタは次のようにして開きます。

1. 次のファイルを探して実行します。

• UNIX ベースのオペレーティングシステム

 /opt/OV/bin/OvObsClientSettingsEditor

• Windows オペレーティングシステム

 C:¥Program Files¥HP OpenView¥bin¥OvObsClientSettingsEditor

または、[ スタート ] メニューで次のオプションをクリックします。

スタート -> すべてのプログラム -> HP OpenView -> Edit Client Settings
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クライアント設定エディタの使用方法は、HP OpenView Service Desk オンラインヘルプの「管

理者向け情報」を参照してください。

Remote Client のインストールに関する注記

GUI クライアントをリモートコンピュータにインストールしようとしたときに、管理者によっ

て、[ 全般設定 ] ダイアログの [ 全般 ] タブの [ クライアントのログイン設定を無視します ] 
チェックボックスにチェックが付けられていることがあります。このチェックボックスにチェッ
クが付けられている場合には、ovconsole.bat ファイルに対して、クライアントの起動時に 
Client Setting プログラムの Account 設定を無視することが指示されます。この場合には、サー

バーマシンにインストールされたクライアントは、デフォルトの localhost の設定を使って

サーバーにアクセスすることはできますが、リモートクライアントはサーバーにアクセスするこ
とができなくなります。

したがって、上記の場合は、リモートクライアントの起動時に以下の指定を行ってください。

• 接続対象のサーバー

• 必要に応じて、サーバーとの通信で使うポート番号 ( 下記参照 )

構文は次のとおりです。

ovconsole.bat -DServer=<consoleServerName>

次のことに注意してください。

• リモートクライアントのユーザーが Client Settings プログラムの Account を設定していな

かった場合には、サーバー名を指定する必要があります。

• コンソールサーバーがデフォルト以外の WebServerPort ( デフォルトは 80) を使っている場

合には、リモートコンソールのユーザーは、ovconsole.bat 

-DServer=<consoleServerName> -DWebServerPort=<portNumber> を使って、ポートを

指定することも必要になります。

• 80 以外のポートを使っている場合には、Client Settings プログラムが有効になっていて、

Client Settings に Account が設定されている場合でも、-DWebServerPort=<portNumber> 
は必要です。Client Settings プログラムにはポート情報が設定されていないからです。
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OpenView Web Console によるクライアントへのアクセス

ここでは、次のことを説明します。

• OpenView Web Console を使うための前提条件

• OpenView Web Console によるクライアントのアクセス方法

• OpenView Web Console の主な機能の概要

詳細は、次のマニュアルを参照してください。『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』に

は、Web Console のアーキテクチャ、日常的な管理タスク、および設定タスクの説明がありま

す。HP OpenView Service Desk オンラインヘルプには Web Console の使用方法についての説明

があります。

OpenView Web Console を使うための前提条件

Web Console を使用するのに必要なコンポーネントは、HP OpenView Service Desk 管理サー

バーをインストールするときにインストールされます。別にインストールする必要はありませ
ん。

サポートしているブラウザについては、32 ページの「Web ブラウザのサポート状況」を参照し

てください。

Web Console を使用した Service Desk クライアントのアクセス 

Web Console から SD クライアントにアクセスするには次のようにします。

1. Service Desk 管理サーバーが実行されていることを確認します。

2. ブラウザを起動して次の URL を入力します。

http://<localhost>/ovportal

ここで、<localhost> は Service Desk 管理サーバーのホスト名です。
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3. Web Console のログインページでユーザー名とパスワードを入力し、[Login] ボタンをク

リックします ( 図 4-2 を参照 )。

図 4-2 Web Console ログイン

Web Console について

Web Console から Web GUI を使って Service Desk アプリケーションにアクセスできます。 ユー

ザーは、Web Console から自分の管理対象環境のリモートビューを見ることができます。

OpenView Web Console の機能を概略以下に示します。機能の詳細は、『HP OpenView Service 
Desk 管理者ガイド』を参照してください。

次の機能が利用できます。

• 機能の多くはフル GUI クライアントで利用可能

• Web ブラウザからデータにリモートアクセス

• 低限の構成と管理

• Web Console には個別ビューがあります。階層化スタイルシートにより多様なポータルスキ

ンが利用できます。
データのフィルタリング、およびアクションへのアクセス (HP OpenView コンソールの 
Java バージョンに定義されているユーザー役割に基づいて ) が利用できます。
第 4 章114



Service Desk クライアントのインストール

Java Web Start による GUI クライアントのインストール
Java Web Start による GUI クライアントのインストール

Java Web Start についての概要は、106 ページの「概要」を参照してください。

Java Web Start 使用の利点

Java Web Start には、以下の利点があります。

• GUI クライアントを個別にインストールする必要はありません。それによって柔軟性が非常

に向上します。たとえば、ユーザーにサイトの URL を電子メールで送れば、ユーザーはそ

こから Java Web Start のインストール手順を開始できます。

• ユーザーは、新バージョンやアップデートの運用展開と適用を即座にしかも透過的に受け取

ることができます。したがって、アプリケーションの 新バージョンが常にユーザーの手元
に届くことになります。

重要 HP OpenView コンソールがローカルにインストールされている場合、

ovconsolecmd ユーティリティは、コマンド行からしか利用できません。Java 
Web Start を使ってコンソールを実行している場合に、ovconsolecmd ユーティ

リティをコマンド行で利用するには、Service Desk 管理サーバーのホストコン

ピュータで GUI クライアントを起動する必要があります。

注記 Java Web Start の一般的な情報は、次の Web サイトをご覧ください。

http://java.sun.com/products/javawebstart/index.jsp

Java Web Start でコンソールにアクセスするときの前提条件

• Java Web Start アプリケーション

Java Web Start は、Java Runtime Environment (JRE), version 1.4.2 以上とともに自動的

にインストールされます。クライアントのマシンには、version 1.4.2_08 の JRE があること

を確認してください。

注意 互換性の問題があるので、JRE version 1.5 はインストールしないでくださ

い。
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JRE のダウンロードは、次の Web サイトをご覧ください。

http://www.java.com/en/download/manual.jsp

クライアントマシンの JRE のバージョンを調べるには、次の Web サイトをご覧ください。

http://www.java.com/en/download/installed.jsp

Java Web Start のインストール

1. 使用する HP OpenView Service Desk 管理サーバーが実行されていて、アクセス可能なこと

を確認します。

2. お使いのクライアントマシンに JRE version 1.4.2_08 がインストールされていることを確認

します。

3. UNIX ベースのクライアントを使っている場合は、ブラウザを起動する前に JRE の環境変

数を、たとえば次のように設定します。

 NPX_JRE_PATH=/usr/java1.4.2_08

4. クライアントマシンからブラウザを起動し、管理サーバーの OpenView Web Start ページを

開きます。ブラウザで以下の URL を指定します。

http://<UI server>/ovconsole

ここで、<UI server> は 管理サーバーのホスト名です。

5. [Start HP OpenView Console] リンクをクリックします。

これで、http://<UI server>/jnlp/ovconsole.jnlp が表示されます。
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6. インストール手順が起動され、その間に、図 4-3、図 4-4、図 4-5、図 4-6 のようなセキュリ

ティのダイアログボックスが表示されます。

図 4-3 Java Web Start － アクセスプロンプト

図 4-4 Java Web Start － 統合プロンプト
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図 4-5 Java Web Start － 信頼できるサイトの認証プロンプト

図 4-6 デスクトップ統合

OpenView Console で Java Web Start を使用するときの補足事項を以下に記します。

• jnlp ファイル関連付け : インストール時に、Java Web Start はクライアントのブラウザを構

成して、MIME タイプの拡張子 jnlp を Java Web Start アプリケーションマネージャに関連

付けます。
第 4 章118



Service Desk クライアントのインストール

Java Web Start による GUI クライアントのインストール
• ファイルキャッシング : インストール時に、関連コンポーネントのファイルがサーバーから

クライアントマシンの Java Web Start キャッシュにダウンロードされます。ユーザーが 
Java Web Start を使って HP OpenView console を起動するたびに、キャッシュに入ってい

るファイルがチェックされ、必要に応じて 管理サーバーからアップデートされます。

• Java Web Start (version 1.4.x) の構成 : Java Web Start アプリケーションマネージャで Java 
Web Start の設定を表示させ、調整することができます。version 1.4.x のアプリケーション

マネージャを起動するには、[ スタート -> すべてのプログラム -> Java Web Start] を選択し

ます。アプリケーションマネージャのメインメニューから変更できる設定を以下に示しま
す。

表 4-2 Web Start versions 1.4.x の構成

動作 メニューオプション 

Java Web Start バージョンの詳細表示 ヘルプ -> Java Web Start について

デスクトップから OpenView Console 
へのリンク作成

 ファイル -> 設定 -> ショートカット 

お使いのデスクトップでアプリケーションを統合す
るオプションを選択します。

Java Web Start で使用される JRE の
バージョンを表示

JRE バージョンの有効化 / 無効化

ファイル -> 設定 -> Java

プロキシ設定の変更 ファイル -> 設定 -> 一般
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概要

ここでは、インストール DVD またはネットワークから Service Pages をインストールする方法

を説明します。

Service Pages は Web ベースのアプリケーションであり、Service Desk 機能を制限して簡易化

した 管理サーバーのフロントエンドです。Service Pages にアクセスするには、Web ブラウザで

リンクをクリックします。通常、これは 管理サーバーにアクセスするクライアントマシンから

行います。

Service Pages を使うと以下の作業を行うことができます。

• サービスコールの作成、表示、および編集

• 事象の作成、表示、および編集

• 問題の表示と編集

• 変更の表示と編集

• 作業指示の表示と編集

• 新規アカウントの作成とパスワードの変更
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インストール手順を実行する前に次のことを行います。

• 第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」、特に 46 ページの「HP 
OpenView Installer」の項をお読みください。ここには、コンポーネントをインストールす

るために使う HP OpenView Installer についての説明があります。

• HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件

については、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。 
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Service Pages のインストール

Service Pages は、管理サーバーにアクセスするマシン、または 管理サーバーがインストールさ

れているマシンにインストールできます。

1. 実行可能ファイルは、メディアのルートディレクトリにあります。ファイル名は次のように

なっています。

servicepages_<revision>__setup.bin (UNIX ベースのオペレーティングシステム )

または

servicepages_<revision>__setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、revisionはビルド識別子を示します ( 例： 5.00.722)。

2. HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。

Service Desk コンポーネントを既にインストールしていた場合は、インストールウィザード

からインストール設定ファイルを使うかどうか確認されます。このファイルの詳細は、50 
ページの「インストール画面の概要」を参照してください。

3. HP OpenView Installer が起動され、インストールプロセスについての指示が表示されま

す。

下表にインストールフェーズの概要を示します。Service Desk コンポーネントの標準インス

トール手順の詳細説明については、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してくだ

さい。

注記 Service Desk 4.0 以前のリリースでインストールされた Service Pages は、HP 
OpenView Service Desk 5.1 とは互換性がないので、Service Desk 5.1 用の 
Service Pages をインストールする必要があります。 初に以前のバージョンをア

ンインストールし、次に Service Desk 5.1 用の Service Pages をインストールし

ます。旧バージョンで変更した HTML ページは、Service Desk 5.1 で使用できま

す。
第 5 章124



Service Pages のインストール

Service Pages のインストール
コンポーネントのインストール手順の概要

HP OpenView Installer は、 Service Desk のコンポーネントをインストールするのに使用しま

す。Java Web Start クライアントのインストールと Web Console クライアントのインストール

には使いません。

インストール手順のフェーズを下表に示します。インストール中に、画面 ( 下図参照 ) の左に矢

印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールしている場合は、アプ

リケーションフォルダーとデータフォルダーの位置は選択できません。

Windows プラットフォームでは、 Service Desk コンポーネントが含まれていない

マシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストールするとき、コンポー

ネントとデータがあるターゲット位置に移動するようインストーラから指示され
ます。このダイアログボックスは、同じマシンに続けてインストールするときは
表示されません。
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表 5-1 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用するよ
う求められます。このプロンプトは、現在のインストール先
に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にインス

トールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が表
示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求められ
ます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージを
選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済み
の項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。[Details] 
タブをクリックすると、インストールするパッケージのツ
リービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールができ
るように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストール
ログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められます。
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図 5-1 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。

Service Pages を使用した OpenView コンソールのアクセス

• Tomcat Servlet Container Service (ovtomcatA) と Apache Web Server (ovapacheA) は、

Service Pages のインストール手順の中でインストールされ、インストールが完了すると自

動的に起動されます。

上記コンポーネントの状態を調べるには、コマンド行で次のコマンドを入力します。

ovc -status

• Service Pages アプリケーションを起動するには、Web ブラウザを起動して、ブラウザに次

の URL を入力します。
http://<hostname>/ServicePages 

この URL の <hostname> には、Service Pages をインストールしてあるマシンのアドレスを

指定します。Web ブラウザが別のマシンにインストールされている場合、つまり、別のマシ

ンから Service Pages にアクセスする場合は、Service Pages がインストールされているマシ

ンのアドレスを入力します。
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注意 ServicePages は、 初の文字を大文字で入力する必要があります。

重要 管理サーバーと同じマシンに Service Pages をインストールしていない場合には、

管理サーバーのホスト名を web.xml ファイルに入力する必要があります。この

ファイル (Service Pages をインストールするときに作成される ) には、アプリ

ケーションの初期化設定が入っています。web.xml ファイルは、Service Pages 
がインストールされたマシンの次の場所にあります。

C:¥Program Files¥HP OpenView¥www¥webapps¥Service Pages¥WEB-INF¥ 

(Windows オペレーティングシステム )

または

/opt/OV/www/webapps/ServicePages/WEB-INF/ 

(UNIX ベースのオペレーティングシステム )

web.xml ファイルに関連するセクションを下に示します。web.xml ファイルをテ

キストエディタで開きます。param-value (localhost) タグに、管理サーバーがイ

ンストールされているマシンの名前を入力します。

<context-param>

<param-name>sd_application_server</param-name>

<param-value>localhost</param-value> 

<description> 

The name of the application server this web application connects 
to.

</description> 

</context-param>
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注記 Service Pages は Internet Explorer を使用して開発されましたが、標準的な技術

を使っているため標準互換の Web ブラウザならどれでも動作します。

Service Pages のドキュメント

Service Pages の構成と使用についての詳細は、『HP OpenView Service Desk 管理者ガイド』を

参照してください。
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概要
概要

ここでは次の内容を説明します。

• HP OpenView Service Desk で使用できるレポートのタイプ

• Service Desk Reporting アプリケーションの主なコンポーネント

• Service Desk Reporting のマニュアルの入手先

注記 従来はこの章にあった Service Desk Report のインストール、構成、表示に関す

る情報は、『HP OpenView Service Desk Reporting ユーザーガイド』に移されま

した。表 6-2 にあるマニュアルの入手先のリストも参照してください。
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Service Desk Report を使うと、サービスデスクまたはヘルプデスクで IT インフラストラクチャ

と IT サービスのステータスにアクセスできます。レポートには、現在のステータスとそのス

テータスが改善しているか劣化しているかが示されます。レポートに、多数のオブジェクトから
集めた情報を含めることで状況がより完全に分かるようになり、カスタマのレポートに付加価値
を付けることができます。

レポート内容をカスタマイズ化し分析に適した要約とするには、他社製のレポートツールも必要
になる場合があります。

下表に、HP OpenView Service Desk 5.1 で生成できるレポートの種類を示します。

表 6-1 Service Desk Report の概要

レポートの種類 説明

Console 印刷可能なオンラインデータの概要を作成するために、テーブ
ル、チャート、カードおよびエクスプローラビューを定義しま
す。

Database 他社製レポートツールを使ったレポートビューを含みます。

Analyzed Data
( 分析データ )

選択された Service Desk オブジェクトに対する変更を追跡し

ます。

Service Desk Report レポートは 3 種類あります。Helpdesk Manager と 
Change Manager は、Helpdesk Manager と Change 
Manager のエントリーに関する情報をレポートします。

Service Level Manager のレポートは、構成済みレポートの

セットで、Service Level Manager プロセスに関連する特定の

役割用にカスタマイズされています。
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Service Desk レポートシステムは次の要素から構成されています。

• HP OpenView Service Desk 管理サーバーのインストール。HP OpenView Service Desk
管理サーバー をインストールするとき、Service Level Manager と Service Desk Report 
サーバーもインストールされます。これらのサーバーは、Service Desk Report プロセスの

基本部を構成します。

• HP OpenView Performance Insight のコアデータウェアハウスのインストール。この

ツールは、Service Desk Reporting の基本レポートインフラストラクチャになっています。

下記に説明する Service Desk Report Pack、OpenView Performance Insight (OVPI) ウェア

ハウスは、照会を即座にサポートするとともに、Service Level Manager、Helpdesk 
Manager、および Change Manager に関連する独創的なレポートをサポートします。

• Service Desk Report Pack 

Service Desk Report Pack は、Service Level Manager、Helpdesk Manager、および 
Change Manager で使うことができます。

— Service Level Manager Report Pack には、基本的な Service Level Manager 
(SLM) レポートテンプレートが入っており、サービス提供チェインの中の各種の役割と

仕事をサポートします。

— Helpdesk Manager Report Pack には、事象、問題、およびサービスコールに関す

る基本的なレポートが入っています。

— Change Manager Report Pack には、Change Manager の基本的なレポートが入っ

ています。

これらはすべて OVPI Report Pack CD に含まれており、そこから取り出して、OVPI サー

バーにインストールすることができます。

• Service Level Manager Report Pack をインストールするには、OVPI サーバーに 
DimensionManager と DataFeeder をインストールしておく必要があります。これらの

プログラムは、Service Desk 管理サーバーからディメンションデータ ( プロパティデータ ) 
とファクトデータを受信するためのプログラムです。これらのソフトウェアは、Service 
Desk DVD に入っています。
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以下の表には、Service Desk Reporting に関するマニュアルの概要が示されています。

表 6-2 Service Desk Reporting に関するマニュアル

トピック ガイド

コンソール、データ、分析済みデータ
のレポート

HP OpenView Service Desk 管理者ガイド

サービスモデルの設計と作成 HP OpenView Service Level Manager ガイド

OVPI コアデータウェアハウスの

インストール

HP OpenView Performance Insight インストール 
ガイド

Service Desk Report のインストールと

設定 
HP OpenView Service Desk Reporting ユーザー

ガイド
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ここでは、メトリックアダプタのインストールと設定の方法について説明します。

メトリックアダプタについて

メトリックアダプタは、OpenView 製品とのリンクを作成して、サービスの可用性と遵守性の計

算に使用されるメトリックを提供します。メトリックアダプタは、監視アプリケーション ( これ

でアダプタが動作するようになっている ) と同じサーバーにインストールする必要があります。

下の表にメトリックアダプタと関連する監視アプリケーションのリストを示します。

インストール手順を実行する前に次のことを行います。

• HP OpenView Installer と関連画面の説明がある 46 ページの「HP OpenView Installer」の

項を含む、第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」の内容を完全

に理解してください。

• HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件

については、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。 

表 7-1 メトリックアダプタと監視アプリケーション

メトリックアダプタ HP 監視アプリケーション

HP OpenView Internet Services (OVIS) 
メトリックアダプタ

HP OpenView Internet Services
(OVIS) 6.0

HP OpenView Performance Manager 
(OVPM) メトリックアダプタ

HP OpenView Performance Manager 
(OVPM) C05.00.00

HP OpenView Performance Agent 
(OVPA) メトリックアダプタ

HP OpenView Performance Agent 
(OVPA) (MWA) 4.5

HP OpenView Service Navigator 
(OVSN) メトリックアダプタ

HP OpenView Operations/Service 
Navigator (OVO/SN) 8.1

HP OpenView Service Desk (OVSD) メ
トリックアダプタ

HP OpenView Service Desk 5.0
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HP OpenView Open (OVO) メトリック

アダプタ 

これはツールキットで、メトリックアダ
プタ ( ユーザーが選択した監視アプリ

ケーションに接続できる ) を実装するた

めに使用します。ツールキットは、
OpenAdaptor™ 技術をベースにしてい

ます。

ユーザーが選択した監視アプリケーション

上記のアダプタの他に、HP OpenView Common Adapter が必要です。このアダプタ

は、どのメトリックアダプタをインストールするときにも含まれます。

表 7-1 メトリックアダプタと監視アプリケーション ( 続き )

メトリックアダプタ HP 監視アプリケーション
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注記 メトリックアダプタは、関連の監視アプリケーションと同じサーバーにインス
トールしてください。

インストール手順を実行する前に次のことを行います。

• 第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」、特に 46 ページの「HP 
OpenView Installer」の項を読んでください。ここには、コンポーネントをインストールす

るために使う HP OpenView Installer についての説明があります。

• HP OpenView Service Desk 5.1コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件に

ついては、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。 

このメトリックアダプタをインストールするプロセスは、サポートしているすべてのプラット
フォームで同じであり、標準 OpenView Installer のプロセスに従います。この手順は 46 ページ

の「HP OpenView Installer」で説明しています。

Service Desk のメトリックアダプタは、次のようにしてインストールします。

1. 実行可能ファイルは、メディアのルートディレクトリにあります。ファイル名は次のとおり

です。

adapters_<revision>_setup.bin (UNIX ベースのオペレーティングシステム )

または

adapters_<revision>_setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、revision は、ビルド ID を示します。たとえば、5.00.722 です。

2. HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。Service Desk コン

ポーネントを既にインストールしていた場合は、インストールウィザードからインストール
設定ファイルを使うかどうか確認されます。このファイルの詳細は、50 ページの「インス

トール画面の概要」を参照してください。

3. HP OpenView Installer が起動され、インストール作業について指示が表示されます。下表

にインストールフェーズの概要を示します。Service Desk コンポーネントのインストール手

順の全体については、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してください。
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コンポーネントのインストール手順の概要

HP OpenView Installer は、 Service Desk のコンポーネントをインストールするのに使用しま

す。Java Web Start クライアントのインストールと Web Console クライアントのインストール

には使いません。

インストール手順のフェーズを下表に示します。インストール中に、画面 ( 下図参照 ) の左に矢

印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールしている場合は、アプ

リケーションフォルダーとデータフォルダーの位置は選択できません。

Windows プラットフォームでは、 Service Desk コンポーネントが含まれていない

マシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストールするとき、コンポー

ネントとデータがあるターゲット位置に移動するようインストーラから指示され
ます。このダイアログボックスは、同じマシンに続けてインストールするときは
表示されません。
第 7 章 141



メトリックアダプタのインストールと設定

メトリックアダプタのインストール
表 7-2 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用するよ
う求められます。このプロンプトは、現在のインストール先
に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にインス

トールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が表
示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求められ
ます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージを
選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済み
の項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。[Details] 
タブをクリックすると、インストールするパッケージのツ
リービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールができ
るように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストール
ログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められます。
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メトリックアダプタのインストール
図 7-1 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。
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MaConfigGui はメトリックアダプタの構成用ツールで、お使いのシステムにメトリックアダプ

タをインストールするときにインストールされます。MaConfigGui は、メトリックアダプタを

インストール後に起動するために使用されます。たとえば Ovis MA などを 1 つずつ起動するこ

とも、同時にすべてのメトリックアダプタを起動することもできます。MaConfigGui は、 シス

テム ( 検索パターンは、<OV data dir>/conf/slm/*MA.xml) にある使用可能なすべてのメト

リックアダプタを検索して、起動時にそれらを自動的に開きます。

MaConfigGui の起動と停止

MaConfigGui の起動

Windows オペレーティングシステムでは、<OV_dir>¥bin¥startMAConfigGui.bat ファイルを

実行します。

UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、コマンド行で 
<OV_dir>/bin/startMAConfigGui.sh と入力します。

次のような MaConfigGui の画面が表示されます。

図 7-2 MaConfigGui － 起動画面
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ツールを呼び出すと、インストールされているすべてのメトリックアダプタ構成が自動的にロー
ドされウィンドウに表示されます。

MaConfigGui の停止

MaConfigGui を終了するには、[File -> Exit] をクリックするか、キーボードで Ctrl+E を入力

するか、または画面の右上にある標準アイコンを使ってウィンドウを閉じます。アクションを確
認する確認ダイアログボックスが表示されます。変更を保存するときは、[ はい ] ボタンをク

リックします。変更を破棄するときは、[ いいえ ] ボタンをクリックします。終了のアクション

をキャンセルするときは、[ 取り消し ] ボタンをクリックします。

図 7-3

パネルの概要

[Shared Parameter] パネル

このパネルでは、システムにインストールされているすべてのメトリックアダプタ間で共有可能
なパラメータを編集できます。

その他のパネル

[Shared Parameter] パネルの他に、各メトリックアダプタには個別のパネルがあり、そのパネ

ル上でアダプタに関連するパラメータを編集できます。

アダプタへの変更を保存するには、[File -> Save all] をクリックするか、キーボードから 
Ctrl+ S を入力するか、または [Save all] ボタンをクリックします。メトリックアダプタに対す

る変更が有効な場合、その変更は保存され、そのメトリックアダプタのパネルは閉じられます。
有効でない場合は、後で修正ができるように開いたままになっています。

1 つのメトリックアダプタにだけ行った変更を保存するには、そのメトリックアダプタのメト

リックアダプタパネル上の [Save] ボタンをクリックします。

メトリックアダプタのパネルを閉じるには、該当するパネルの [Close] ボタンをクリックしま

す。

開いているすべてのメトリックアダプタに対して構成を再ロードするには、[File -> ReOpen] 
をクリックするか、キーボードで Ctrl+O を入力します。現在開いているメトリックアダプタが

ある場合は、現在の変更を保存するように確認ダイアログボックスが表示されます。
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注記 MaConfigGui で変更または入力した値を確定するには、キーボードの [Enter] 
キーを押します。( マウス ) カーソルがフィールドまたはテーブルを指していない

状態で、そのフィールドまたはテーブルに値を入力する場合、このことは非常に
重要です。[Enter] キーを押さないと、変更は入力されません。

[Shared Parameter] パラメータパネル

図 7-4 [Shared Parameter] パネル

[Shared Parameter] パネルは、複数のメトリックアダプタを同時に更新するときに使用します。

1 つのパラメータに値を入力し、そのパラメータの [Shared] チェックボックスをクリックして

チェックを付けると (on)、そのパラメータ値がリストされているすべてのメトリックアダプタで

共有されます。

[Shared Parameter] パネルのテーブルにリストされている 1 つのメトリックアダプタを手動で

変更するには、[Shared] チェックボックスをクリックしてチェックを外して (off) 変更を入力し

ます。 アダプタのメトリックアダプタパネルでパラメータ値を個別に変更することもできます。 
その後、変更は共有パラメータパネルに反映されます。
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メトリックアダプタパネル

各メトリックアダプタパネルには、アダプタの詳細な構成情報が表示されます。 下図に OvisMA 
のメトリックアダプタパネルを示します。

図 7-5 OvisMA のメトリックアダプタパネル

メトリックアダプタパネルは、MA Parameters、Connector Parameters、および XML の 3 つ

のセクションに分かれています。

MA Parameters セクションでは、ServerHost パラメータ ( このパラメータはホスト名で、この

ホストでそのメトリックアダプタ用の SLM が実行されている ) の更新を行います。

Connector Parameters セクションでは、メトリックアダプタと対応する監視アプリケーション

間のコネクタに関する情報の更新を行います。

XML セクションには、メトリックアダプタの構成が XML 形式で含まれています。MA 
Parameters または Connector Parameters セクションでフィールドを編集する場合、このセク

ションの内容は編集を反映して直ちに変化します。

注記 アスタリスクが付いているパラメータ名は必須です。これらのフィールドにある
パラメータには必ず有効な値を入力してください。
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OVIS メトリックアダプタ

OVIS メトリックアダプタは、OVIS (OpenView Internet Services) 製品から収集されたメト

リック値を SLM サーバーに送ります。

MaConfigGui ツールによる OVIS MA の構成

MaConfigGui ツールを使ってメトリックアダプタの基本構成をカスタマイズすることができま

す。このツールの使用に関する一般的な情報は、144 ページの「MaConfig GUI － メトリックア

ダプタの構成ツール」を参照してください。

MaConfigGui ツールを起動して、OvisMA ( パネル名が OvisMA) のメトリックアダプタパネル

にアクセスします。

[OvisMA] パネルで以下を実行します。

1. [MA Parameters] タブで [ServerHost*] フィールドに SLM サーバーのホスト名を入力しま

す。

2. [Connector Parameters] タブで、OVIS 製品で使用されるデータベースのホスト名を 
[OVIS_HOSTNAME*] フィールドに入力します。

3. [Connector Parameters] タブで、OVIS 製品のデータベースで使用されるポート番号を 
[OVIS_PORT*] フィールドに入力します。ポート番号を調べるには、C:¥Program 

Files¥Microsoft MS SQL Server¥80¥Tools¥Binn¥SVRNETCN.exe にあるツールを使用

します。

4. ログインとパスワードがデフォルト値と異なる場合は、Login と Password の値を 
[Connector Parameters] タブで変更します。パスワードは暗号化されます。デフォルトのパ

スワードは openview です。

5. [Save] ボタンをクリックしてから [Close] ボタンをクリックして OvisMA パネルを閉じま

す。
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6. 確認ダイアログボックスのプロンプトで [ いいえ ] ボタンを選択し、MaConfigGui を終了し

ます。

図 7-6 OvisMA のメトリックアダプタパネル

運用

OVIS プローブを作成して起動します。プローブには、テストが容易な ICMP プローブをお勧め

します。

コマンド行で次のように入力し、SLM サーバーと OVIS MA を起動します。

ovc -start ovsdslm ovisma

OVIS MA はその構成を自動的に構成サーバーに送ります。また、OVIS MA はその構成ファイ

ル (OvisMA.xml) に MRP ( メトリック詳細情報など ) を持っていないため、自動的に検索も開始

します。

Object Server コンソールを使ってインスタンスが次のように作成されていることをチェックし

ます。

• メトリックアダプタのワークスペースに OVISMA があること

• OVIS Metrics ワークスペースに検索されたメトリックが入っていること
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Object Server コンソールを使って、ICMP AVAILABILITY OVIS のメトリック用にサービスレ

ベル目標、OVIS メトリックなどを作成します。

構成アイテムのメトリックに対する目標条件は、 0 より大きい ( つまり、利用可能 ) ということ

があり得ます。

SLM サーバーを再起動して、行った変更を有効にします ( 動的変更はまだ管理されません )。

テストするシステムのネットワークケーブルを挿入して外します。OpenView コンソールでは状

態は 5 分ごとに更新されます。メトリックの値が 0 または 1 になっていることも見られます。
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OVPM メトリックアダプタの構成

OVPM メトリックアダプタ

OVPM メトリックアダプタは、OVPM (OpenView Performance Manager) 製品から収集された

メトリック値を SLM サーバーに送ります。

MaConfigGui ツールによる OVPM MA の構成

MaConfigGui ツールを使ってメトリックアダプタの基本構成をカスタマイズすることができま

す。このツールの使用に関する一般的な情報は、144 ページの「MaConfig GUI － メトリックア

ダプタの構成ツール」を参照してください。

MaConfigGui ツールを起動して、OvpmMA ( パネル名が OvpmMA) のメトリックアダプタパネ

ルにアクセスします。

[OvpmMA] パネルで以下を実行します。

• [MA Parameters] タブで [ServerHost*] フィールドに SLM サーバーのホスト名を入力しま

す。

• [Connector Parameters] タブで [OVPM_HOSTNAME*] フィールドに OVPM 製品のホスト

名を入力します。

• デフォルトの Login と Password の値は empty です。これらの値は [Connector 
Parameters] タブで変更します。パスワードは暗号化されます。

• [Save] ボタンをクリックしてから [Close] ボタンをクリックして OvpmMA パネルを閉じま

す。

• 確認ダイアログボックスのプロンプトで [ いいえ ] ボタンを選択し、MaConfigGui を終了し

ます。
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図 7-7 OvpmMA のメトリックアダプタパネル

運用

OVPM Adapter が OVPM 製品と同じマシン上にインストールされている場合、

VPI_Form10.txt ファイルは、OVPM 製品がインストールされているホスト上の newconfig 
ディレクトリ (OVPM バージョン 4) または OVPM ディレクトリ (OVPM バージョン 5) に自動的

にコピーされます。

位置は次のとおりです。

OVPM バージョン 4: <OV dir>¥newconfig¥

OVPM バージョン 5: <OV dir>¥newconfig¥OVPM¥

ただし、OVPM MA を別のシステムにインストールする場合は、OVPM MA のインストール

ディレクトリから OVPM 製品のインストールディレクトリにそのファイルを手動でコピーする

必要があります。
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VPI_Form10.txt ファイルの内容は次のとおりです。

<html>

<body>

@@BEGIN_DATASOURCE

    ***DATASOURCES

        @@LISTOF_DATASOURCES2

@@END_DATASOURCE

@@BEGIN METRIC

***CLASSES

        @@LISTOF_CLASS

***METRICS

        @@LISTOF_METRIC    

@@END METRIC

***END

@@BEGIN TABLE

@@END TABLE

</body>

</html>

1. <OV data dir>¥systemsMWA.txt に、OVPA (MWA) で監視するシステムを定義します。

2. Performance Manager を再初期化します ([ スタート -> すべてのプログラム -> 
HP OpenView -> Performance Manager -> Re-Initialize])。

3. 収集した値により、OVPM java コンソールを用いてグラフィックを描画できることを確認

します。

4. SLM が動作を開始したら、ovc -start ovpmma を実行します。

OVPM MA はその構成を自動的に構成サーバーに送ります。また、OVPM MA はその構成ファ

イル (OvpmMA.xml) に MRP ( メトリック詳細情報など ) を持っていないため、自動的に検索も開

始します。

インスタンスが次のように作成されていることをチェックします。
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• メトリックアダプタに OVPM MA があること

• OVPA メトリック詳細の中に、検索されたメトリックが入っていること

GLOBAL_GBL_FS_SPACE_UTIL_PEAK OVIS メトリック詳細に対して、サービスレベル目

標、OVPA メトリックなどをコンソールで作成します。

構成アイテムのメトリックに対する目標条件は、「XX より小さい」（ここで、XX はディスク使

用率より若干大きい ) ということがあり得ます。

SLM サーバーを再起動して、行った変更を有効にします ( 動的変更はまだ管理されません )。

大きなファイルをディスクに複製し、その後に削除します。コンソールでは、状態は 5 分ごとに

更新されます。メトリックの値をディスク使用率を含めて見ることもできます。
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OVSN メトリックアダプタの構成

OVSN メトリックアダプタ

OVSN メトリックアダプタは、OVO/OVSN (OpenView Operation/Service Navigator) 製品から

収集されたメトリック値を SLM サーバーに送ります。

MaConfigGui ツールによる OVSN MA の構成

MaConfigGui ツールを使ってメトリックアダプタの基本構成をカスタマイズすることができま

す。このツールの使用に関する一般的な情報は、144 ページの「MaConfig GUI － メトリックア

ダプタの構成ツール」を参照してください。MaConfigGui ツールを起動して、OvsnMA ( パネ

ル名が OvsnMA) のメトリックアダプタパネルにアクセスします。

[OvsnMA] パネルで以下を実行します。

1. [MA Parameters] タブで [ServerHost*] フィールドに SLM サーバーのホスト名を入力しま

す。

2. [Connector Parameters] タブで [OVO_HOSTNAME*] フィールドに OVO/OVSN 製品のホ

スト名を入力します。

3. [Save] ボタンをクリックしてから [Close] ボタンをクリックして [OvsnMA] パネルを閉じ

ます。

4. 確認ダイアログボックスのプロンプトで [ いいえ ] ボタンを選択し、MaConfigGui を終了し

ます。
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図 7-8 OvsnMA のメトリックアダプタパネル

運用

サービスを作成します。opcservice -add と opcservice -assign を使用します。

SLM が動作を開始したら、<OV_dir>¥bin¥startOvsnMA.bat を実行します。

OVSN MA はその構成を自動的に構成サーバーに送ります。また、OVSN MA はその構成ファイ

ル (OvsnMA.xml) に MRP ( メトリック詳細情報など ) を持っていないため、自動的に検索も開始

します。

コンソールを使って以下のようになっているかチェックします。

• メトリックアダプタは、OVSNMA

• OVSN Metric Details には、検出されたメトリック

OVSN メトリック詳細に対して、サービスレベル目標、OVSN メトリックなどをコンソールで

作成します。

構成アイテムのメトリックに対する目標条件は、 「8 より小さい」( つまり、警戒域より小さい重

大度 ) ということがあり得ます。

SLM サーバーを再起動して、行った変更を有効にします ( 動的変更はまだ管理されません )。

次のようにアラームを対応するサービスノードに送ります。
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opcmsg -id severity=minor application=toto object=/ msg_text="bla bla bla" 
msg_grp=hp_ux node=HOSTNAME service_id=YOUR_NODE_ID

ステータスはコンソールで速やかに ( 約 10 秒で ) 更新されます。重大度を含むメトリック値も

表示させることができます (1: 認識不能 , 2: 正常域 , 4: 注意域 , 8: 警戒域 , 16: 重要警戒域 , 32: 危
険域 )。

アラームを確認して、サービスのステータスを「遵守」に戻すこともできます。
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8 Service Desk エージェントのインストール

ここでは、Windows と UNIX ベースのオペレーティングシステムで、HP OpenView Service 
Desk 5.1 エージェントをインストール、起動、および停止する方法を説明します。
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Service Desk エージェントについて

Service Desk エージェントは、HP OpenView 管理サーバーからコマンドを受け付けます。コマ

ンドは、イベントが Service Desk 管理サーバーでルールをトリガしたときに受信されます。

ルールには、エージェントが常駐しているホストで実行されるコマンドが含まれています。

エージェントは OpenView 製品、 たとえば、Network Node Manager (NNM)、OpenView 
Operations for UNIX (OVO/U)、または OpenView Operations for Windows (OVO/W) と統合す

るときに使用されることがよくあります。また、他社製の製品と統合するときにも、エージェン
トがよく使用されます。

エージェントを起動したり、停止する方法は、165 ページの「Service Desk エージェントの起動

と停止」を参照してください。
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Service Desk エージェントのインストール

インストール手順を実行する前に 

• 第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」の内容と、

HP OpenView Installer と関連する画面の説明がある 46 ページの「HP OpenView 
Installer」を完全に理解しておいてください。

• HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件

については、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。 

インストール手順

1. 実行可能ファイルは、メディアのルートディレクトリにあります。ファイル名は次のように

なっています。

agent_<revision>_setup.bin (UNIX ベ－スのオペレーティングシステム )

または

agent_<revision>_setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、revisionはビルド識別子を示します ( 例 : 5.00.722)。

2. HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。Service Desk 5.1 コン

ポーネントを既にインストールしていた場合は、インストール設定ファイルを使用するかど
うかインストールウィザードから確認を求められます。このファイルの詳細は、50 ページの

「インストール画面の概要」を参照してください。

3. HP OpenView Installer が起動され、インストール作業についての指示が表示されます。下

表にインストールフェーズの概要を示します。Service Desk コンポーネントの標準インス

トール手順の詳細説明については、50 ページの「インストール画面の概要」を参照してくだ

さい。
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コンポーネントのインストール手順の概要

HP OpenView Installer は、 Service Desk のコンポーネントをインストールするのに使用しま

す。Java Web Start クライアントのインストールと Web Console クライアントのインストール

には使いません。

インストール手順のフェーズを下表に示します。インストール中に、画面 ( 下図参照 ) の左に矢

印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールしている場合は、アプ

リケーションフォルダーとデータフォルダーの位置は選択できません。

Windows プラットフォームでは、 Service Desk コンポーネントが含まれていない

マシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストールするとき、コンポー

ネントとデータがあるターゲット位置に移動するようインストーラから指示され
ます。このダイアログボックスは、同じマシンに続けてインストールするときは
表示されません。
第 8 章162



Service Desk エージェントのインストール

Service Desk エージェントのインストール
表 8-1 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用するよ
う求められます。このプロンプトは、現在のインストール先
に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にインス

トールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が表
示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求められ
ます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージを
選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済み
の項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。[Details] 
タブをクリックすると、インストールするパッケージのツ
リービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールができ
るように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストール
ログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められます。
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図 8-1 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。
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Service Desk エージェントの起動と停止

Service Desk エージェントを起動するには、コマンド行で次を入力します。

ovc -start ovobsag

Service Desk エージェントを停止するには、コマンド行で次を入力します。

ovc -stop ovobsag

ovc コマンドの詳細は、HP OpenView のオンラインヘルプ ( リファレンスページ ) を参照して

ください。
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Service Desk エージェントの起動と停止
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9 Service Desk Object Loader のインストー
ル

ここでは、Service Desk Object Loader のインストール方法を説明します。
第 9 章 167



Service Desk Object Loader のインストール

Service Desk Object Loader について
Service Desk Object Loader について

Service Desk Object Loader はコマンド行ツールで、これを使えば Service Desk にどのような

タイプの単一オブジェクトでも作成できます。たとえば、事象、構成アイテム、またはサービス
コールを Service Desk に挿入できます。1 つの操作で複数のオブジェクトを挿入する場合は、

Data Exchange ユーティリティを使います。

注記 以前のバージョンの Service Desk では、Service Object Loader は「Service 
Event」と呼ばれています。
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Service Desk Object Loader のインストール 
インストール手順を実行する前に 

• 第 2 章 「HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールの準備」の内容と、

HP OpenView Installer と関連する画面の説明がある 46 ページの「HP OpenView 
Installer」を完全に理解しておいてください。

• HP OpenView Service Desk 5.1コンポーネントのインストールに関する一般的な前提条件に

ついては、30 ページの「システムの仕様と要件」を参照してください。 

インストール手順

1. 実行可能ファイルは、メディアのルートディレクトリにあります。ファイル名は次のように

なっています。

loadobject_<revision>_setup.bin (UNIX ベースのオペレーティングシステム )

または

loadobject_<revision>_setup.exe (Windows オペレーティングシステム )

ここで、revisionはビルド識別子を示します ( 例 : 5.00.722)。

2. HP OpenView Installer の [Introduction] ウィンドウが表示されます。Service Desk 5.1 コン

ポーネントを既にインストールしていた場合は、インストール設定ファイルを使用するかど
うか、インストールウィザードから確認を求められます。このファイルの詳細は、50 ページ

の「インストール画面の概要」を参照してください。

3. HP OpenView Installer が起動され、インストールプロセスについての指示が表示されま

す。下表にインストールフェーズの概要を示します。Service Desk コンポーネントの標準イ

ンストール手順の詳細説明については、50 ページの「インストール画面の概要」を参照して

ください。
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コンポーネントのインストール手順の概要

HP OpenView Installer は、 Service Desk のコンポーネントをインストールするのに使用しま

す。Java Web Start クライアントのインストールと Web Console クライアントのインストール

には使いません。

インストール手順のフェーズを下表に示します。インストール中に、画面 ( 下図参照 ) の左に矢

印が表示されますが、これは現在のインストールフェーズを示します。

注記 コンポーネントを UNIX ベースのシステムにインストールしている場合は、アプ

リケーションフォルダーとデータフォルダーの位置は選択できません。

Windows プラットフォームでは、 Service Desk コンポーネントが含まれていない

マシンに初めて Service Desk コンポーネントをインストールするとき、コンポー

ネントとデータがあるターゲット位置に移動するようインストーラから指示され
ます。このダイアログボックスは、同じマシンに続けてインストールするときは
表示されません。
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Service Desk Object Loader のインストール
表 9-1 インストール手順の概要

インストールのフェーズ インストールのアクション

Initialization セットアップ手順を開始します。設定ファイルを使用するよ
う求められます。このプロンプトは、現在のインストール先
に 1 つ以上の Service Desk のコンポーネントが既にインス

トールされている場合にだけ表示されます。

Introduction インストールのソースファイル位置とログファイル位置が表
示されます。

Product Agreement 製品のライセンス契約に同意するかどうか、確認を求められ
ます。

Product Customization デフォルトのインストールを選択するか、個別パッケージを
選択するか確認を求められます。

Product Requirements 必要なディスクスペースがあるかチェックされます。

Pre-Install Summary インストールされる項目、または必要だがインストール済み
の項目がツリー形式で表示されます。

Installing インストールの進度が表示されます。パッケージがインス
トールされるごとに、その名前が表示されます。[Details] 
タブをクリックすると、インストールするパッケージのツ
リービューが表示されます。

Post-Install 今インストールされたパッケージのアンインストールができ
るように後処理が行われます。

Install Complete インストールが成功したことが知らされます。インストール
ログファイル (HTML 形式 ) を表示するよう求められます。
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図 9-1 インストールフェーズの推移表示

矢印は現在進行中のインストールフェーズを示します。
第 9 章172



10 インストール後のタスク
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インストール後のタスク
ここでは次の内容を説明します。

• ライセンスキーの取得と挿入の方法

• 添付ファイル用に FTP サーバーを動作させる Service Desk のセットアップ方法

• Windows オペレーティングシステムでの高度なサービスレベル管理の構成に関する情報
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HP OpenView Service Desk 5.1 のライセンス

HP OpenView Service Desk 5.1 では、ライセンスコンポーネント HP AutoPass を使ってライセ

ンスを管理します。このコンポーネントは、HP OpenView Service Desk 5.1 のインストールと

同時にインストールされます。

初めて HP OpenView Service Desk 5.1 をインストールしたときに、60 日の「Instant On」ラ

イセンスを自動的に取得するので、ライセンスキーを入力しなくても製品を 60 日間使うことが

できます。

注記 60 日試用ライセンスをさらに 60 日延長して、 大 120 日の試用ライセンスを用

意しています。

HP AutoPass コンポーネントにはヘルプファイルがあり、そこでは製品のライセンスに関する情

報、ライセンスキーの取り出しと入力、およびライセンスキーのインポートについて説明してい
ます。

ライセンス詳細の表示

重要 HP-UX 11.11 と HP-UX 11.23 プラットフォームでは、HP Autopass License 
Management インタフェースにアクセスするには、ユーザーはデフォルトの管理

者特権を持っている必要があります。システム管理者の役割が与えられている
ユーザーアカウントではライセンスインタフェースにはアクセスできません。

ライセンス詳細は、HP OpenView 管理サーバーがインストールされているマシン以外では見る

ことはできません。Windows オペレーティングシステムでライセンス詳細を表示させるには、[
スタート ] メニューで次をクリックします。

スタート -> すべてのプログラム -> HP OpenView -> HP OpenView Service Desk Licensing

UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、ファイル OvSdLic を実行します。このファイ

ルは、/opt/OV/bin ディレクトリにあります。

ライセンスタイプ

Service Desk では次の 3 つのライセンスタイプをサポートしています。
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• 指定ユーザーライセンス

指定ユーザーライセンスでは、 Service Desk の指定ユーザーライセンスを指定した数 ( 大

数はライセンスに指定されたユーザー数 ) だけ作成できます。指定ユーザーアカウントが、1 
つの指定ユーザーに一意にリンクされます。指定ユーザーライセンスは、いつでもアプリ
ケーションにアクセスする必要があるシステム管理者と主要ユーザー向けになっています。
指定ユーザーは、同時に 大 3 つのセッションにアクセスできます。指定ユーザー数は、接

続されている他のライセンスタイプのユーザー数とは独立です。たとえば、許可されている
同時ユーザーライセンスが 大数に達していても、指定ユーザーはアプリケーションにアク
セスできます。

• 同時ユーザーライセンス

同時ユーザーライセンスでは、指定された数の Service Desk ユーザーアカウントに同時に

アクセスできます ( 接続されている指定ユーザーは含まない）。同時ユーザーライセンスは好

きなだけ作成できますが、Service Desk に同時にアクセスするユーザー数は、ユーザーのア

カウント数を超えることはできません。 同時ユーザーは同時に複数のセッションにアクセス

できますが、各セッションでは 1 人の同時ユーザーとしてカウントされます。

• モジュールライセンス

モジュールライセンスでは、すべての指定ユーザーと同時ユーザーが、モジュールライセン
スで指定されている Service Desk モジュールにアクセスできます。

1 つ以上の指定ユーザーライセンスまたは同時ユーザーライセンスに加えて、1 つ以上のモ

ジュールライセンスが常に必要です。

統合アカウント
指定ユーザーライセンスと同時ユーザーライセンスに加えて、統合アカウントをいくつでも作成
できます。これらのアカウントでは、Service Desk 統合ツールにだけアクセスでき、Service 
Desk の GUI にはアクセスできません。

ライセンスの有効性

恒久 Service Desk ライセンスは無期限に有効で、期限切れになることはありません。

ただし、これには次の 2 つの例外があります。

• 評価ライセンス － デモンストレーションと評価用で、有効期間は 60 日です。

• パートナーライセンス － パートナー専用で、有効期間は 1 年です。

評価、パートナー、およびインストールの目的では、次項目の初期インストールの有効期間は 
60 日です。

• すべてのモジュール
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• 15 の同時ユーザー

• 20 の指定ユーザー

• 20 のサービスインスタンス

注記 60 日試用ライセンスを 1 回だけさらに 60 日間延長して、 大 120 日の試用ライ

センスにできます。

恒久ライセンスキーを取得するのに必要なら、権利証明書に記載の情報が利用で
きます。

管理サーバーの実行中にライセンスの期限切れになっても、アプリケーションは中断されません
が、ライセンス更新のためにサーバーにログオンできるのはシステムユーザーだけになります。

Service Desk 5.0 では、凍結したアカウント ( 削除されていない無効なユーザーアカウント ) は
ライセンスとしてカウントされません。

Service Level Manager のライセンス

Service Level Manager のライセンスについて

Service Level Manager は Service Desk のライセンスされたモジュールです。HP OpenView 管
理サーバーをインストールすると、instant-on 評価ライセンスが自動的に 60 日間有効になりま

す。instant-on ライセンスでは、SLM 担当者は評価期間中に次のことができます。

• SLM オブジェクト ( サービス、サービスレベルアグリーメント、階層フィルターなど ) をい

くつでも作成できます。

• 大 35 の管理対象サービスを SLM に管理させることができます。

• 管理対象サービスの遵守性ステータスを監視できます。

• SLM レポートを表示できます。

OVSD メトリックアダプタだけで監視されるサービスは軽視され、サービスが 2 つ以上のサービ

スレベルアグリーメントに従う場合であっても、1 回しかカウントされません。

Service Level Manager を 60 日の評価期間を越えて使用し、管理対象サービスのライセンス数

を増やすには、恒久 SLM ライセンスをインストールする必要があります。
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恒久 SLM ライセンス

恒久 SLM ライセンスでは、 Service Level Manager をいつまでも使用できます。次のライセン

スタイプがあります。

• SLM モジュール

このライセンスでは、SLM 担当者は、OpenView コンソールで SLM オブジェクトの作成、

編集、および削除ができます。また、SLM の管理下で 大 10 のサービスを監視することが

できます。

• サービスパック

このライセンスでは、管理対象のサービスを 25 単位で 大 10 パックまで増やし、SLM の
管理下に置くことができます。

SLM モジュールライセンスをインストールする必要があります。また、サービスパックを 大 
10 までインストールすることもできます。10 パックをインストールしたとき (10 + 10*25 サー

ビス ) は、管理対象サービスをいくつでも SLM の管理下に置くことができます。

サービスは、次の基準に合致する場合にカウントされます。

• 少なくとも 1 つ以上の管理対象サービスレベルアグリーメントに関連付けられていること

• 階層ステータスが値「設定」に設定されていること

• OVSD でないメトリックで監視されること ( つまり、OVIS、OVPM、OVSN、または OPEN
のメトリックアダプタの少なくともどれか 1 つを使って監視されること )

OpenView コンソールで SLM ライセンスのチェック

SLM モジュールのライセンスがインストールされていない場合、SLM 担当者は OpenView コ
ンソールにログオンはできますが、SLM オブジェクトタイプにアクセスする権利は役割から除

かれています。

Service Level Manager で SLM ライセンスのチェック

起動時および評価期間の終了後の毎日、Service Level Manager は恒久 SLM ライセンスを

チェックします。SLM モジュールライセンスが見つからない場合、SLM サーバープロセス 
(ovsdslm) は起動されません。
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また、Service Level Manager は、監視対象としてライセンスされているサービスの数をカウン

トします。監視対象サービスが 大数を超えた場合、Service Level Manager は関連サービスレ

ベルアグリーメントの管理をすべて拒絶します。SLM ログには重大メッセージが表示され、ラ

イセンスのないサービスとのサービスレベルアグリーメントに対するアクティビティステータス
は、「管理対象外」という値に設定されます。

他社製ソフトウェアに対するライセンス

HP OpenView Service Desk は、さまざまな他社製ソフトウェアパッケージもインストールしま

す。HP OpenView Service Desk 5.1 をインストールすると、これらのパッケージのライセンス

契約書が、以下のディレクトリに格納されます。

<install-dir>/License-Agreements
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添付ファイル用の Service Desk の設定

HP OpenView Service Desk 5.1 には、Service Desk 5.1 の項目とともに添付ファイルを含める

ことができます。添付ファイルは FTP サーバーが扱います。FTP サーバーとしては、Service 
Desk 5.1 がサーバーと通信できるように構成されている限り、他社製サーバーで差し支えあり

ません。Service Desk 5.1 を添付ファイル用に構成する前に、FTP サーバー上に Service Desk 
5.1 用のユーザーアカウントとフォルダーを作成します。

注記 システムをウイルス攻撃から保護するには、FTP サーバーにウィルススキャナを

インストールして添付ファイルを定期的にチェックするようにスケジューリング
します。

添付ファイルサーバーの構成

Service Desk 5.1 で添付ファイルサーバーを次のようにして構成します。

1. 管理者として Service Desk 5.1 クライアントにログオンします。

2. [OV の設定 ] ワークスペースから [システム設定 ] を選択し、次に [添付ファイル設定 ] を選択

します。[ 添付ファイル設定 ] ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボック

スに次の値をを入力します。

• Service Desk がサーバーの接続に使用する、添付ファイルサーバーのホスト名、ユー

ザー名 ( アカウント ) およびパスワード

• ターゲットフォルダーのパス。これは、添付ファイルサーバー上のフォルダーで、ここ

に添付ファイルが保存されます。フォルダーは、これらの設定を行う前に作成しておき
ます。

• アクティブ FTP を使わない場合は、[ パッシブ FTP を使用 ] ボックスをクリックしてオン

にします。パッシブ FTP では、Service Desk サーバーとファイルサーバーの間にファ

イヤウォールをセットアップして、転送と制御用に特定のポートを開くようにできます。

• [ 接続のテスト ] ボタンをクリックして接続をテストします。テスト接続では、ファイル

サーバーにテストディレクトリが作成されます。このテストディレクトリの名前は
「test-<ランダムな番号 >」です。このディレクトリはトラブルシューティングに使用

されます。
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• [ 添付ファイルをバックグラウンドで保存 ] ボックスをクリックしてオンにし、添付ファ

イルの保存中でも仕事が続けられるようにします。これは、ネットワークが遅いために
保存に時間がかかる場合に便利です。この機能はネットワークが遅い場合にだけ使用し
てください。システムは、添付ファイルの保存に成功することを前提としています ( 保
存失敗の通知なし）。保存アクションが失敗した場合は添付ファイルは失われ、ファイル
を取り出そうとして初めて気づくことになります。
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Windows での高度なサービスレベル管理の構成

運用サービスレベル管理 (SLM) の構成は次のものを使って行われます。

• SLM 管理オブジェクトから得た値

• XPL 構成ファイル

XPL 構成ファイルが処理する属性は、SLM 管理データの一部にはなれない構成属性 ( ホスト名

など )、アプリケーションのチューニングだけを表す構成属性、または SLM 管理データの一部

になれる候補の属性です。

デフォルトの XPL 構成ファイル、

C:¥Program Files¥HP OpenView¥misc¥xpl¥config¥defaults¥slm.ini には、

次の情報が入っています。

; SLM Object Server Namespace

; ---------------------------

[slm.obs]

; ObjectServer Hostname

string ObsServerName=localhost

; XPL Configuration

; -----------------

[xpl.log.OvLogFileHandler]

; The sequence number part of the log file name will go from 0 to 'filecount'

filecount=10

これらのデフォルト値は、
C:¥Program Files¥HP Openview¥data¥conf¥xpl¥config¥local_settings.ini ファイルに

新しい値を設定して ovconfchg 実行可能ファイルを実行すれば、新しい値に上書きされます。
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ここでは次の内容を説明します。

• システムから、ローカルシステムにあるファイルとコンポーネントも含め、インストールさ

れている HP OpenView Service Desk 5.1 ソフトウェアを、完全に削除する方法

• アンインストールプロセスで削除されなかったため、手動で削除する必要があるファイルの

リスト
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Windows オペレーティングシステムからのアンインストール

標準の Windows 機能を使って、Windows オペレーティングシステムから Service Desk のコン

ポーネントを削除します。

アンインストールするコンポーネントが、Windows サービスとしてインストールされていた場

合は、まずそのサービスを削除し、次にそのコンポーネントを削除します。

コントロールパネルを使って、次のように HP OpenView Service Desk 5.1 を削除します。

1. [ スタート -> 設定 -> コントロールパネル -> プログラムの追加と削除 ] を選択します。

2. 表示されるリストから、削除する HP OpenView Service Desk コンポーネント （サーバー、

クライアント、エージェントなど） を選択し、[ 削除 ] をクリックします。一度に 1 つのコン

ポーネントしか削除することはできません。

3. アンインストールを確認する確認ダイアログボックスが表示されます。[OK] をクリックし

て、選択した HP OpenView Service Desk 5.1 コンポーネントを削除します。

4. アンインストールの進捗状況を示すダイアログボックスが表示されます。進捗が 100% に到

達すると、アンインストールが完了したことを示すポップアップが表示されます。[OK] をク

リックすると処理が完了します。

アンインストール後のクリーンアップ

注意 以下のクリーンアップ操作は、以下の条件が満たされている場合にだけ行ってく
ださい。

• Service Desk 5.1 を既にインストールしていた場合

• HP OpenView Internet Services のような、他の HP OpenView 製品がシス

テムにインストールされていない場合

クリーンアップ手順は次のとおりです。

1. ソフトウェアをインストールしていたディレクトリを削除します。

デフォルトのインストールディレクトリは、C:¥Program Files¥HP OpenView です。

2. 以下の HP OpenView レジストリキーを削除します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥Software¥Hewlett-Packard¥HP OpenView
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3. 以下のサービスを削除します。

• HP OpenView Shared Trace Service

• HP OpenView Apache(A) WebServer Service

• HP OpenView Ctrl Service

• HP OpenView Tomcat(A) Servlet Container Service

• HP OpenView Communication Broker

4. 以下のフォルダーを削除します。

C:¥Documents and Settings¥%USERNAME%¥Application Data¥HP OpenView

5. 以下の環境変数を削除します。

• OvDataDir

• OvInstallDir

• OvXpl_data_dir

• WAPP_HOME

6. %PATH% 環境変数から、以下のパスを削除します。

C:¥Program Files¥HP OpenView¥bin

7. %TEMP% フォルダーから、ovinstallparams.ini ファイルを削除します。

8. システムをリブートして、変更を有効にします。

アンインストールで削除されなかったファイル

アンインストールプログラムでは、元のインストールに含まれていたファイルだけが削除されま
す。以下の項では、手作業で削除が必要なファイルについて説明します。

管理サーバー

キャッシュ、構成設定、ログファイル、サービスパックなどのサーバーの変数設定ファイルは、
アンインストールプログラムでは削除されません。
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Service Desk Upgrade のアンインストール 

1. Service Desk の MR または Service Pack リリースからアップグレードを行い、その後でそ

のアップグレードを削除したくなった場合には、まず 185 ページの「Windows オペレー

ティングシステムからのアンインストール」で説明されているアンインストール手順を実行
します。

2. その後、以下に示す追加手順を実行します。

a. レジストリエディタを起動して、以下のキーに移動します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Uninstall

 大量のサブキーが表示されます。

b. SystemComponent 内の各キーの値を 0 に変更します。

これによって、コントロールパネルの [ プログラムの追加と削除 ] のリストにコンポー

ネントが表示されるようになります。ここに 1 を設定すると、コンポーネントは再び非

表示になります。

図 11-1 System Component の値の変更

アンインストールの正しい順番は、以下のとおりです。

1. HP OpenView Service Desk Demo ( インストールしてある場合 )
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2. HP OpenView Service Desk Snapshot

3. HP OpenView Service Desk Configuration Post

4. HP OpenView Service Desk Configuration

5. HP OpenView Service Desk Module

6. HP OpenView Service Level Management Model

7. HP OpenView Service Designer Common

8. HP OpenView Service Level Management Object Hierarchy Server

9. HP OpenView Service Level Management Common

10. HP OpenView Service Level Management Util

11. HP OpenView Service Desk Application Server

12. HP OpenView Service Desk Common

13. HP OpenView Object Server Admin Server Package

14. HP OpenView Object Server Admin Common Package

15. HP OpenView Gui Framework Server

16. HP OpenView Common Reporting Model

17. HP OpenView Common Reporting Model Common

18. HP OpenView Common Metric Model

19. HP OpenView Common Metric Model Common

20. HP OpenView Core Data Model Server

21. HP OpenView Core Data Model Common

22. HP OpenView Object Server Package

23. HP OpenView Gui Framework Client

24. HP OpenView Object Server Common Package

25. HP OpenView Security Login Common Package

26. HP OpenView HTTP Communication Java

27. HP OpenView Security Core Java

28. HP OpenView Scheduler

29. HP OpenView Cross Platform Component Java
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30. HP OpenView Tomcat Servlet Container

31. HP OpenView Apache Webserver

32. HP OpenView Process Control

33. HP OpenView HTTP Communication

34. HP OpenView Security Core

35. HP OpenView Cross Platform Component

36. HP OpenView JDK 

37. HP OpenView JRE
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UNIX ベースのオペレーティングシステムからのアンインストール

アンインストールの手順は次のとおりです。

1. インストールされている各コンポーネントについて、アンインストールコマンドを実行しま

す。各コンポーネントに対する実行可能ファイルは次の場所にあります。

/opt/OV/Uninstall/<component>/setup.bin

ここで、<component>は、アンインストールするコンポーネント ( たとえば、エージェン

ト、クライアント、サーバー ) を示します。各コンポーネントについて、選択を確認するダ

イアログが表示されます。

2. 処理が完了したとき、コマンド行で次のように入力してそのコンポーネントがアンインス

トールされたかどうかを、チェックします。

#swlist -l patch | grep HPO

このコマンドは結果として 0 ( ゼロ ) を返すはずです。そうでなければ、代わりに次の方法

でコンポーネントをアンインストールします。次のコマンドを実行します。

#swremove <component>

ここで、<component> は、削除するコンポーネントを示します。

3. 次のステップはオプションですが、アンインストールされたコンポーネントのフォルダーを

削除できます。 他の HP OpenView 製品をインストールしていない場合にだけ、アンインス

トールしたコンポーネントのフォルダーを削除することができます。フォルダーの内容を削
除するには、次のコマンドを実行します。

#rm -rf /opt/OV/*

および

#rm -rf /var/opt/OV/*

アンインストールで削除されなかったファイル

アンインストールプログラムでは、元のインストールに含まれていたファイルだけが削除されま
す。
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HP OpenView Service Desk 5.1 のアンインストール

UNIX ベースのオペレーティングシステムからのアンインストール
管理サーバー

キャッシュ、構成設定、ログファイル、サービスパックなどのサーバーの変数設定ファイルは、
アンインストールプログラムでは削除されません。これらのファイルは手動で削除します。
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UNIX ベースのオペレーティングシステムからのアンインストール
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はじめに
はじめに

ここでは、Java 仮想マシン (JVM) の 適化について詳しく説明します。JVM は Service Desk 
5.1 で使用され、単一の HP OpenView Service Desk 管理サーバーで多数のユーザーをサポート

します。

注記 ここからの説明を完全に理解するには、Java についての十分な実務上の知識が必

要です。

Service Desk 管理サーバーで使用する JVM は、大規模アプリケーションの実行には 適化され

ていません。したがって、単一の Service Desk 管理サーバーで約 50 を超えるユーザーを扱う場

合は調整が必要になります。

多数のユーザーを扱うとき、調整を必要とする重要な領域が 2 つあります。メモリー予約とガ

ベージコレクション設定の 2 つです。この 2 つについて以下のセクションで説明します。

メモリー予約

JVM の使用で予約されるメモリーは、次の 2 つの非標準オプションを使って指定されます。非

標準のオプションは将来のリリースで変更されることがあります。

• Xms： ( ヒープの初期サイズ ) 

ヒープのサイズが小さ過ぎると、Service Desk 管理サーバーのスタートアップ中に繰り返し

サイズ変更が必要になります。サイズ変更のたびにガベージコレクションが行われるので、
パフォーマンスが劣化します。

• Xmx： ( ヒープの 大サイズ )

この設定が低過ぎると、アプリケーション内の全オブジェクトに対してスペースが不足しま
す。そのため、JVM は必要なスペースを繰り返し探すことになって、ガベージコレクショ

ン動作が繰り返されます。

ガベージコレクション

Service Desk と一緒に出荷される Hotspot JVM では、ガベージコレクションは世代 ( ほぼ同時

に作成されたオブジェクトの集まり ) で動作します。世代を超えて残るオブジェクトはほとんど

ないので、 も若い世代とより古い世代とでは異なるガベージコレクションが適用されることに
なります。 も若い世代のサイズ ( ここでは も効率の良いガベージコレクションが行われる ) 
は、2 つの非標準オプションで制御されます。
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はじめに
•  NewSize： 新世代の初期サイズ

•  MaxNewSize： 新世代の 大サイズ

新世代が大きくなるにつれて、マイナーなガベージコレクションの頻度は少なくなります。

ガベージコレクションの詳細は、次の Java 文書の Web サイトをご覧ください。

http://java.sun.com/docs/hotspot/gc/

コマンド行の例

パフォーマンステストでは、次の Java オプションコマンドを使用して、単一の Service Desk 管
理サーバーでユーザー数を 700 まで増大させてシミュレートしました。これは一例にすぎませ

ん。実際の設定は、ハードウェア ( 特にメモリー ) と計画ワークロードに依存します。

-XX:MaxNewSize=64M -XX:NewSize=64M -Xms200M -Xmx1000M

先頭に "XX:" がある 2 つのオプションは、ガベージコレクションが行われる各新世代のサイズを

確実に 64 MB にします。

-Xms オプションは、スタートアップ時に JVM に 200 MB のメモリーを予約し、-Xmx オプショ

ンでは 1000 MB を超えるメモリーは予約しません。この上限値に達すると、メジャーなガベー

ジコレクション動作が起動されます。

一般に、これらのパラメータ値を大きくすると、ガベージコレクションの回数が減少し、( 目
立って ) パフォーマンスは改善されます。

注記 経験則：

• 1 つの物理マシン上で動作しているすべての Service Desk 管理サーバーの 
Xms ( 初期ヒープサイズ ) の和を、使用可能メモリーより十分小さくします (
使用可能メモリーの 50% 以下が好ましい )。

• メモリー不足が決して発生しないようにするには、1 つの物理マシン上で動

作しているすべての Service Desk 管理サーバーの Xmx ( 大ヒープサイズ ) 
の和が、使用可能メモリーを超えないようにします。

• NewSize を Xms より小さくし、MaxNewSize を Xmx より小さくします。

• NewSize を MaxNewSize と同じ値に設定すれば、JVM は も若い世代のサイ

ズ変更を行わないので、パフォーマンスが向上します。
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B インストールのトラブルシューティング

ここでは、問題が発生して Service Desk が実行できなくなったり、サーバーに接続できなく

なったりした場合の処置について説明します。Service Desk GUI クライアントを起動した後で

は、Service Desk 関連の問題はオンラインヘルプを参照してください。
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インストールのトラブルシューティング
インストールのトラブルシューティング

Service Desk 5.1 のインストールは問題なく完了していても、 Service Desk 5.1 は精密に調整さ

れた製品であるため、ハードウェアやソフトウェアの構成が微妙に異なっているだけで、予期し
ない結果が生ずる場合があります。この項では、さまざまな問題のシナリオと、その解決方法の
ヒントを示します。

ここで取り上げる問題は、起こりうる問題の一部にすぎません。この項で取り上げていない問題
や、ここで示す方法では解決しない問題については、次の HP OpenView Support Web サイト

を参照してください。

http://www.hp.com/managementsoftware/support

リンクから、該当地域の OpenView サポートにアクセスしてください。

インストールの失敗

インストールが失敗した場合、失敗の原因を見付けるのに次のログファイルが役に立ちます。

• 構成ログファイル

Windows オペレーティングシステムでは、構成ファイルは、%TEMP% 環境変数で指定される

フォルダーにあります。UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、これと対応する変

数は $tmp です。

インストールログファイルの名前は次のようになっています。

<component>_HPOvInstaller.txt

ここで、<component> はインストールされるコンポーネントを示します。たとえば、HP 
OpenView Service Desk 管理サーバーのインストールでは、ログファイル名は 
server_HPOvInstaller.txt です。Service Desk Metric Agent のインストールでは、ログ

ファイル名は次のようになります。

agent_HPOvInstaller.txt

インストールの失敗原因のてがかりがないか、設定ファイルを調べます。
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• コンポーネントのログファイル

すべてのオペレーティングシステムで、コンポーネントログファイルは 
%OVDATADIR%/HPOvInstall フォルダーにあります。ここで、%OVDATADIR% は、

%OVDATADIR% 変数で指定される位置を示します。

Windows オペレーティングシステムでは、構成ログファイルの名前は次のような構文に

なっています。

Ovapp_msi_<component>_install.log 

UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、次のようになっています。

Ovapp_depot_<component>_install.log

コンポーネントファイルには、コンポーネントのネイティブインストールの情報が入ってい
ます。Windows オペレーティングシステムでは、 ログファイル内に文字列 Return Value 3 
があれば、それはエラーを示します。

• オブジェクトサーバーログ

%OVDATADIR%/log ディレクトリにあるオブジェクトサーバーのログファイルを検査します。

ファイル名は system0.0_enUS です。ファイルには管理サーバーとそのツールに関する情報

が入っています。障害を示している例外メッセージまたはその他のエラーメッセージがない
か、ファイルを 後まで検索します。

UNIX ベースのオペレーティングシステムでは、swagent.log ファイル (/var/adm/sw/ 
フォルダー内 ) 全体を検索します。error 文字列がないか検索します。

既存インストールへの重ねインストール

動作中のインストールに重ねて再インストールすることはできません。これを行うと、既存のイ
ンストールを損傷する可能性があります。必ずアンインストールを完全に行ってから、ソフト
ウェアを再インストールしてください。

再インストールは次のように行います。

1. キャッシュをフラッシュします。

2. システムから Service Desk をアンインストールします。

3. Service Desk ディレクトリをすべて削除します ( インストーラで削除できなかった場合 )。
Windows では、フォルダー Document and Settings¥[current user]¥Application 
Data¥HP OpenView ( 表示されていない場合は、[ ツール ] メニューをクリックし、[ フォル

ダーオプション ]、[ 表示 ] タブの順にクリックし、[ すべてのファイルとフォルダーを表示
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する ] を選択する ) を削除します。さらに C:¥Program Files¥HP OpenView¥ 内のインス

トールフォルダーを削除します。

UNIX オペレーティングシステムでは、インストールフォルダー /opt/OV を削除します。

4. Service Desk をインストールします。

インストールをキャンセルした後の再インストール

Windows でインストールプロセスをキャンセルすると、 [Cancel] をクリックする前に、既にイ

ンストールされているコンポーネントはインストールプログラムにより削除されます。アンイン
ストールの進捗状況を示すダイアログボックスが表示されます。データは Windows に保持さ

れ、Service Desk にインストール歴のあることが記憶されます。

その後 Service Desk を再インストールするときに、インストールの進め方を選択する画面が表

示されるので、次のオプションのどれかを選択します。

• [Modify] では、custom インストール画面が表示され、インストールするコンポーネントを

選択できます。

• [Repair] では、Typical インストールが続行され、存在しないファイルや破損ファイルはイ

ンストールパッケージの中の正しいファイルと交換されます。

注意 Repair オプションはファイルの復元だけを行います。インストール後の作

業は実行しません。

• [Remove] では、残っている Service Desk コンポーネントがすべてコンピュータから削除さ

れます。

Windows 2000 プラットフォームでのコンソール表示

Windows 2000 プラットフォームに HP OpenView Service Desk 管理サーバーをインストールす

る場合には、条件によっては、ユーザーにはコンソールが起動されていないように見えることが
あります。つまり、コンソールが表示されないことがあります。この場合は、DirectX 9.0c をイ

ンストールすれば解決します。DirectX は次のサイトからダウンロードします。

http://www.microsoft.com/windows/directx/default.aspx
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C データベースのサイジング

ここでは、テストセッションの結果を紹介します。テストは、DBA 管理者向けにデータベース

サイジングのガイドラインを提示することを目的に行ったものです。
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テストについての説明
テストについての説明

テストセッションをいくつか実行し、その間に Service Desk のデータベースがインストールさ

れ、実際のデータ ( 生データと生成データの両方 ) で満杯になりました。 これらのテストデータ

から、下に示すように、良好なサイジング予測ができることが分かりました。これらの結果は、
ズレが 5% 以内に収まっていることを示しています。

データベースのサイジングでは、テストセッション中には次の要素が考慮されていないことに留
意してください。

• 言語： データベースには数種類の言語をインストールできます。インストールされた言語用

にストレージが必要です。1 言語あたりインデックスを含めて、1.5 MB 以下のストレージが

必要です。

• アクションルール： これらは顧客の要件に固有なものです。テストセッションは、Service 
Desk 5.0 をインストールしたままの状態で実行しました。アクションルールが 1000 の場

合、予測される必要ストレージは 6 MB です。

• 添付書類： デフォルトテキストを記載した A4 の添付書類1枚あたり予測される必要ストレー

ジは 2 KB です。

注記 テストは Oracle データベースで実施しました。

テストデータ

データベースには次のようなデータ項目がありました。

表 C-1 サイジングテスト用データ

項目 数量

クローズしたサービスコール 55000

オープン状態のサービスコール 300

オープン状態の変更 1300

クローズした変更 200

オープン状態の問題 150

顧客 20000
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テストについての説明
構成アイテム 75000

サポート (1 次 ) 50

サポート (2 次 ) 300

サポート (3 次 ) 50

アカウント 150

業務ロケーション 250

組織 250

個人レコード 20000

ワークグループ 13

表 C-1 サイジングテスト用データ ( 続き )

項目 数量
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テスト結果
テスト結果

Service Desk 5.0 のインストールでは、ビュー、フォーム、ルールなどのデータベース項目用に 
175 MB のメモリーが必要でした。

表 C-1 に示すデータを保存した後、データベースのサイズは 330 MB まで増加しました。

Service Desk 5.0 のインストールに必要な値を差し引くと、データ保存には 155 MB が必要とい

うことになります。
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推奨案
推奨案

データベース設定

Service Desk 5.0 を Oracle データベースでスムーズに動作させるには、次の設定を使用します。

• 初期データと追加データ (計画値 ) をホストするために十分な大きさのテーブルスペースを作

成します。上記のテストのようにデータベースの初期データ量が 330 MB の場合、少なくと

も 512 MB のテーブルスペースを作成します。

• データベースに十分な内部メモリーを割り当てます。少なくとも使用可能な内部メモリーの 
25% を割り当てます。パフォーマンスは内部メモリーが多いほど向上します。

• デフォルトでは、データベースは比較的小さく拡張されるようになっています。少しずつ何

回も拡張するのは、データベースの動作に不利です。したがって、テーブルスペースの初期
サイズは、管理サーバーのインストール時に少なくとも 10% は拡張してください。
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